Six-month history after the 1997 accident of heavy-oil spill from Russian Tanker “Nakhodka”: a review of newspape documentation by 藤井, 純子 & Fujii, Junko
福井大学積雪研究室研究紀要
「日本海地域の自然と環境」
No. 4, 91-109, 1997 
「ナホトカ」号重油流出事故発生から 6 か月間の記録
Six-month history after the 1997 accident of heavy-oil spil from Russian Tanker “ Nakhodka" 
:a review of newspape documentation 
藤井純子*
(福井大学教育学部地学教室)
1 .はじめに
1997年 1 月 2 日未明，隠岐諸島の北東約140km付近(北緯37度14.4分，東経134度24.9分)でロシア
船籍タンカー『ナホトカ』号 (13 ， 157 トン)が浸水，沈没した。これに伴い積載していた約 1 万9000キ
ロリ ッ トルの重油のうち約6200キロリットルが流出し， 日本海を漂流。冬型の気圧配置による強風の
ため日本海沿岸の 7 府県に漂着し，重大な被害をもたらした。大量の重油とともに船首部分が座礁し
た福井県でも，沿岸12市町村の海岸ほとんど全地域に重油が漂着し，海上保安本部・自衛隊のほか多
くの地元住民やボランティアによる懸命な回収作業が続いた。
この事故は自然災害とはいえないが，事故が悪天候の中で発生し，重油が当時の気象条件により漂
着したこ とを考えると， 全く関係ないわけではない。そこで本報告では，事故発生から 6 月末までの
6 か月間の経過を一通りまとめることにした。事故の映像や専門的な調査結果などは報告書や新聞社
等が発行する記録集に委ね，ここでは重油の漂流・漂着状況や対策，補償，漁業・観光への影響など
について新聞記事からデータを収集し，経過をまとめた。
2. データの収集および採録方法
今回収集したのは，主に福井新聞と朝日新聞である 。 1 月分については，福井新聞，朝日新聞，中
日新聞，毎日新聞，赤旗などから重油事故関連記事を抜き出し収集してみたが，表現の差はあるもの
の，海上保安庁発表や記者会見などの情報源は基本的には同一で、あるので，記事内容に大差はなかっ
た。 そこで，地方紙として福井新聞，全国紙として朝日新聞から記事を収集することにした。
なお，本報告は福井県を中心にまとめたものであり，福井県外の情報は全国版に掲載される記事か
らのものに限られる。また，新聞によ り数値データなどが多少異なる場合があるが，できるだけ他の
新聞と一致している数値を採用し，照合できないものについては数値の多い方を採用した。
3. 表の見方
事故発生からの経過は，基本的には時間を追って表形式に記録した。しかし，状況は日々変化する
ものであり， 6 か月聞の経過を記録する表の形態を一定に保つことは難しい。 例えば，漂流・漂着状
況や船首部分からの重油抜き取り作業については気象条件に大きく左右されることから，当時の気象
状況の記録も表に記載した。 しかし，回収が進んで重油の漂着が少なくなり，船首部分からの重油抜
き取り作業が終了すると，気象状況を記載する意味はなくなる。また，新聞記事からのデータという
こともあ っ て，項目別にすると， 日によって大きな偏りがみられ，記事の内容も週を追っ てどんどん
変化してくる。そのため，表は事故発生から 3 月末までは 1 週間分を 1 - 2 ページにまとめてあるが，
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各地で災害対策本部が解散され始めた 4 月からは週ごとに区切った大まかな表になっている。また，
表の項目も週ごとに異なることを記しておく。
表の作成にあたって，各項目は次のように記載してある。
天気 ・福井新聞の天気予報から概況を抜き出した。データがない日は新聞休刊日である。
風，波 : ( )内は福井新聞から抜き出した福井県嶺北地方の予報である。( )に入っていない数
値は新聞記事から抜き出したもので，船首部分周辺での値である。
重油の漂流・漂着状況:場所(地点)を示す部分にアンダーラインをヲ | いた。地名については，県
名がわかるように記載したが，福井県内の市町村には県名を付していない。
ここに記載した地名の位置を図 1 および 2 に示す。
重油の回収状況:重油回収量については，特に記載がない場合，福井県内での総回収量である(朝
日新聞の福井版に掲載)。この中には，海水・砂なども含まれる。
4 月以降の表では，主な動きについて船首部分・仮設道路撤去および重油回収作業，福井県および
県内市町村や国の対応，補償関係，その他の順に記載してある。
あとがき
本報告は新聞記事から抜き出したデータを集めたものであり，一貫性がなく雑多な記事の寄せ集め
であることは否めない。例えば，ある会議がいつ発足し， どのように会議が進み，何を決定し，実行
し，いつ解散したのかなどの流れはなかなかっかみにくい。新聞では，記者または新聞社が掲載する
に値すると判断した断片的なものしか得られないからである。しかし，発表された事実や取材した状
況などが客観的に把握できる点では評価できる。災害は時が経つにつれその記憶も風化してしまう。
当時の記録も散逸し，データを収集するのが困難になってくる。ただ経過を綴っただけの報告ではあ
るが，将来起こりうる災害に備えるために少しでも役立つことができれば幸いである。
会
若狭
‘軍主'‘
図 | 福井県内てe重油が漂着した主な地域・地点
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く
)
。
毘
の
責
!
・
沈
没
時
に
~n
出
た
重
j由
lま
約
j由
回収
.鍵
航.
'
・
油
回
収
船
が
冠
島
北
方
か
ら
:
 島
沖
合
で
重
油
回
収
。
:
船
首
都
分
微
去
の
た
め
の
作
1
・;
由回
収船
で回
収作
業を
報
l
 任
で
重
油
除
去
・
防
除
対
策
:
 5∞
0初
キヲ
ト品
。
・
海
上
自
衛
隊
機
海
艇
2隻
が
鑑
島
沖
:
回収
，費
量航
.
;
 
;
 葉
通
路
建
設
を
倹
討
.
'
 道
機
関
に
公
開
。
安
島
沖
で
!
 
な
ど
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
.
沈
没
船
体
か
ら
漏
出
し
た
重
油
合
4ω
割
付
近
で
重
油
回
収
.
・
海
上
自
衛
隊
掃
海
艇
2隻
が
雄
:
沈
没
地
点
付
近
に
海
流
測
定
3
:
 回
収
後
，
金
沢
港
へ
出
港
.
，
重
j曲
線
き
取
り
準
備
開
始
。
:
に
測
量
船
を
派
遣
.
・陸
上自
衛隊
員が
重油
除去
作業
。:
..
沖合
で重
油回
収
o
:
 
:
 
体
を
投
下
，
油
塊
の
漂
流
を
i
 
i-
陸上
自衛
隊員
らが
揚水
車・
ン
j
・高
浜町
沖合
で巡
視艇
4隻
が
予
測
.
:
 
:
 J
'の
;e
;*
-庄
害利
用し
回収
.
'
 軍
j由
図
版
a
-陸
上
自
衛
隊
に
災
害
派
遣
を
要
筒
1
・
日
本
原
電
・
動
燃
・
関
電
に
監
:
・
漁
船
と
油
回
収
船
針
10
隻
で
:
・
航
空
自
衛
隊
に
偵
察
機
派
遣
1
・
海
上
保
安
庁
長
官
に
船
首
都
;
・重
油
の
一
時
保
管
ピ
り
を
増
1
・
知
事
が
大
飯
町
高
浜
町
，
小
浜
・
知
事
が
現
場
を
観
察
.
,
 
視
強
化
と
通
線
体
制
を
確
U
l
.
:
 船
団
を
組
織
，
沖
合
で
の
重
:
 を
要
摘
。
重
j由
の
漂
流
状
況
l
 分
の
即
対
処
を
要
情
(
知
事
)
.
:
 段
。
:
市
な
ど
を
観
察
。
,
 
r現
地
事
務
所
」
を
敏
賀
市
川
、
浜
調
査
船
が
敦
賀
半
島
立
石
岬
j
 i由
回収
強化
を決
める
.
(荒
j
を銅
査，
写真
撮彫
。
政
府
災
害
対
策
本
部
に
海
上
j
 三
国町
緩会
がロ
シ7
'ン
ト重
j由
知
事
が
ロ
シ
7駐
日大
使と
会銭
。
市
館
前
町
に
訟
置
.
'
 の
沖
合
16
km
で
重
油
回
収
天
の
た
め
出
航
は
中
止
)
.
:
・対
策
本
部
が
知
事
名
で
政
府
1
 
で
の
重
油
回
収
作
業
強
化
を
l
 流
出
事
故
対
策
協
緩
会
を
1
9
:
:
漁
業
被
害
や
回
収
費
用
の
保
鉦
-
・
南
各
漁
協
に
厳
戒
態
努
指
示
.
:
 ，4
機
の
防
災
州
jで
重
油
の
動
向
;
・
大
飯
町
丈
島
に
鉄
製
の
回
収
;
 対
策
本
部
に
海
上
で
の
回
収
1
 正
式
に
要
精
.
,
 
置
。
:
と
保
険
金
額
の
確
認
を
要
情
。
・
滋
賀
県
厳
阜
県
愛
知
県
名
古
屋
:
を
監
筏
o
:
 
;
由
一
時
貯
蔵
施
設
窓
置
作
業
協
力
を
要
摘
。
:
'r
~/
*，
-ト
福
井
に
鉄
製
の
回
収
:
・
坂
井
町
の
消
防
団
員
鏑
江
市
:
・流
出
油
の
環
境
へ
の
影
響
を
総
市に
防災
ヘリ
の出
動要
繍.
'
県
緩
会
が
r，
ント
j由
流
出
事
油
の
監
視
に
あ
た
っ
て
い
る
;
 
:
 ;
由一
時貯
蔵施
訟を
増訟
.
,
 
膿
員
も
回
収
作
業
に
協
力
.
'
 合
的
に
調
査
す
る
た
め
の
J'
0
 
-霊
油
一
時
保
管
用
大
穴
完
成
.
図
:
敵
対
策
協
絡
会
J
段置
.
'
 漁
業
調
査
船
も
船
上
か
ら
重
1
 
1
・
「
災
害
対
策
本
部
J
19
:置
(緩
:
:
 γ
1H
f-
k編
成
を
決
め
る
.
収
量
油
貯
蔵
開
始
.
，
・
保
健
婦
を
回
収
現
滑
に
待
繊
,
 
，由
を回
収.
1
 
1
 廼
村
，
館
前
町
)
.
:
:
・知
事
が
I
è
者
会
見
.
国
に
強
い
・
「
災
害
対
策
本
部
」
叡
置
(
芦
原
町
:
(
三
国
町
)
.
編
井
県
も
医
療
1
 
1
 
1
・
福
井
市
.
武
生
市
が
回
収
作
業
支
爆
を
求
め
る
。
・大
飯町
).
:
 救
援
磁
の
派
遣
準
備
.
1
 
1
 
1
 
に
載
員
を
派
遣
.
鯖
江
市
lま
・
飴
で
沖
合
を
巡
視
，
沿
岸
ハ
'f
o-
，I.
:
・
「
災
害
対
策
本
部
」
位
置
(
敏
1
1
 
1
 
支
媛
物
資
を
提
供
。
{
河
野
村
小
浜
市
)
.
:
 賀
市
入
,
 
r災
害
対
策
本
部
J
19
:置
.陸
上
i
i-
宮
津
湾
入
り
口
lこ
tイ
幻z
川
敷
石
川
県
j中
で
約
2∞
隻
の
漁
船
J
福井
・石
)1
/
・兵
庫・
鳥取
・島
自
衛
隊
に
災
害
派
遣
を
要
輔
(
石
川
|1
1
 
段(
京都
府)
.
:
 が
海
上
の
油
塊
回
収
.
'
 損
県，
来事
事府
が「
ロシ
7船
籍，
:
 
県)
.
:
 
:
 
:
 
:
 冷
ー
重
油
流
出
事
故
対
策
関
係
・
「
鴻
流
出
対
策
会
搬
」
段
置
(
鳥
取
:
:
 
:
 
:
 府
県
連
絡
会
機
J
開
催
，
政
府
県
)
.
:
:
:
 
へ
の
要
望
を
と
り
ま
と
め
。
-ひ
し
ゃく
，，
，'
h-
幼ー
，油
回
収
車
:
・
地
元
民
と
自
衛
隊
員
ら
が
重
:
 ，*
'う
万イ
7も
含
め
20
∞
人
以
上
:
・
漁
船
約
17
0隻
で
沖
合
の
重
i由
1
・漁
船
55
隻
が
干
飯
崎
付
近
で
に
よ
る
重
i由
の
回
収
(
三
国
町
安
;
 油
の
回
収
(
三
回
町
安
島
)
.
:
 で
重
油
回
収
(
三
国
町
安
島
付
:
を
回
収
(
三
国
町
安
島
。
経
廼
・
l
重油
回収
(館
前町
)。
島)
.
海
岸
と
道
路
を
結
ぶ
レ
ール
;
漁
船
を
出
し
重
油
を
回
収
(
福:
近)
.
:
 河
野
村
.
館
前
町
.
小
浜
市
f美
;・
オイ
ルJ
1ン
1に
漂
着
し
た
重
j由
を
を段
置.
'
 井
市
!
美
浜
町
丹
生
，
美
浜
，
日
i
海
岸
で
重
i由
回収
(館
廼村
).
:
 浜
・
大
飯
高
浜
町
)
.
:
 船
で
回
収
(
高
浜
原
発
)
.
-
若
狭
湾
か
ら
館
前
町
に
か
け
て
漁
:
向
I菅
浜
の
各
漁
協
)
.
:
・
漁
船
58
隻
で
沖
合
の
重
油
回
1
・1
7∞
人
が
海
岸
で
重
油
除
去
l
 
重
油
回
収
量
22
73
.4
初
lJ7
f'"
船げ
ト
0-
，1..
，
定
置
網
を
引
き
ょ
げ
る
(
越
前
:
収(
越前
町)
.
:
 (
三国
町)
.重
油吸
収利
トで
:
(福
井県
内)
.
-重
j由
を
回
収
(
石
川
県
加
賀
市
，
京
;
 町
).
:
霊
j由
回
収
量
21
88
.5
初リ
ヲト
ム;
軍油
回収
(主
主廼
村)
.
:
・
重
油
回
収
量
8府
県
で
合
計
約
:
観
府
網
野
町
，
久
美
浜
，
兵
庫
県
香
1
 ・
重
油
回
収
宣
10
72
.9
キロ
1J7
f...
. 
:
 
.
・
重
油
回
収
宣
22
22
.
7~
日リ
ヲト
品。
:
66
∞
~a
')，
f，l.
. 
住
町
)
.
 
・
福
井
県
内
原
発
11
基料
品J
rン
1敷
;
・
福
井
県
石
川
県
内
原
発
村
幻
;
・
「
対
策
本
部
J
位
置
(
高
浜
;
・
取
水
量
を
10
-2
1首
下げ
る(
高;
・
政
府
対
策
本
部
が
.
船
首
を
:
政
府
対
策
本
部
が
海
と
健
か
19:
. 
:
 1
ン1
敷
設
，
厳
戒
態
努
大飯
原発
).
:
 浜
原発
).
:
 固
定
し
て
9け
か
ら
重
油
を
篠
j
ら
の
二
段
構
え
で
残
j由
妓き
・
政
府
「
ナ
車
川
号
油
流
出
事
級
協
緩
1
・
運
繍
組
。
海
上
保
安
庁
長
官
:
船
首
都
分
の
北
側
.
東
舞
坊
j中
1
・怜
ヘ'
ーγ
会
社
が
初
め
て
船
首
l
き
取
る
方
針
を
決
め
る
取
り
処
理
す
る
こ
と
を
決
め
会
J
段
置
.
駐
車
事
船
派
遣
.
民
社
:
水
産
庁
長
官
.
福
井
県
邑
会
緩
:
Iこ
tイ
ル7
r'J
À敷
設
。
船
首
都
分
l
都
分
に
潜
水
調
査
(
船
首
側
)
.
:
 'i由
回
収
船
.
膏
蒜
か
ら
出
港
.
,
 
る.
党
綱
査
団
が
漂
着
現
場
視
察
.
'
 員
な
ど
が
漂
着
現
場
(
三
国
:
 の
潜
水
銅
査
は
中
止
(
船
主
:
 町
と
民
間
団
体
合
同
の
「
ポ
ラ
;
霊
j自
篠
き
取
り
の
準
備
作
業
名
古
屋
帯
，
厳
阜
県
三
重
県
・
ロ
シ
ア
政
府
か
ら
重
j由
回
収
作
業
:
町
石
川
県
)
を
視
察
。
:
側)
.
:
 ン
r<
7
本
部
」
設
置
。
窓
口
を
l
 開
始(
船主
側)
.
:
 か
ら
福
井
県
ι石
川
県
lニ
ドラ
ム
船
ほ
か
の
協
力
申
し
込
み
.
'
・
政
府
が
運
織
省
に
「
災
害
対
:
 'f
う万
イ7
連
絡
事
務
所
在
経
前
:
一本
化(
三国
町)
.
:・
日げ
がj
由回
収船
をザ
ハ
1)ン
から
;
缶
を
発
送
.
f
ラン
ティ
7窓
口
設
置
(
偏
井
県
)
。
本
:
策
本
部
」
を
E宣
置
，
初
会
合
.
町に
開訟
(繕
弁県
).
:
 
:
 派
遣.
，
・三
国
町
，
芦
原
温
泉
な
ど
で
，
う万
<7
申し
込み
続々
(三
国町
).
:
 庁
内
連
絡
会
緩
と
『
現
地
対
:
 '
 r*'
うン
r<
7現
地本
部J
叡
置
1
1-
緩慢
金受
付口
座を
増段
(福
:
*'
ラン
r17
に温
泉・
風呂
を無
回収
作業
に参
加(
加賀
市)
.
:
 策
本
部
J
設置
(環
境庁
).
:
 
(三
国
町
)
。
日
本
災
害
救
済
fj
j
 井
県
)
。
破
媛
金
受
付
窓
口
を
j
料解
放。
ー穫
後
金
受
付
口
座
を
3つ
増
設
(
三
:
 ・
日本
災害
救溝
がう
ン子
ィ
H
ヲト
ワ;
うン
ティ
H
ヲト
ワー
ヴら
が現
地事
務:
開!
lt
(福
井新
聞)
.
:
 ・7
う
幼
州
が
支
爆
を
申
し
出
.
園
町
対
策
本
部
)
.
ーう
が受
付開
始，
現
地
事
務
;
 所
在
『
重
油
災
害
F
ラン
子イ
7わ
・
旅
館
や
民
宿
で
宿
泊
キ
ャ
ン
協
相
・旅
館な
ど宿
泊キ
ャン
セル
相次
ぐ。
所~
It
営。
ト
J
に
発
展
0
:
:
 次ぐ
。
・
町
内
の
旅
館
を
対
象
に
観
光
へ
の
1
・
穣
媛
金
受
付
口
座
な
ど
開
!
l
t
緩
慢
金
受
付
口
座
を
開
設
(
芦
:
・
自
治
省
，
水
産
庁
が
財
政
支
催
影響
を餌
査(
芦原
町)
.
:
 
(福
井県
)
。
口
座
を
増
設
(
三
;
原町
).
:
 
:
 の
方
針
を
決
め
る
。
園
町
)
。
・
三
国
町
内
3ケ
所
で
飛
び
散
っ
た
j由
の
測
定
開
始
(
福
井
県
)
.
:
 
1.
15
 
被
害
を
受
け
た
8府
県
知
事
が
連
名
で
固
に
対
策
を
要
望
。
:
・二
回
町
で
は
荒
天
の
た
め
午
:
 三
国
町
で
は
荒
天
の
た
め
回
収
後
の
回
収
作
業
中
止
。
:
作
業
中
止
.
・
若
狭
湾
肉
の
各
漁
港
，
船
で
;
・
大
飯
町
，
高
浜
町
白
浜
美
浜
町
沖
合
の
重
j由
を
回
収
日
向
な
ど
で
重
油
回
収
。
-重
j由
回
収
量
27
64
.6
~日
1J7
f.... 
:
・
回
収
装
置
，
漁
船
な
ど
で
重
油
:
 回
収
(
大
飯
原
発
)
.
加
賀
市
塩
屋
海
岸
で
も
重
油
田
;
収
.
1
・
重
油
回
収
量
28
51
.O
~日
1J7
f
 
... 
;
 ・取
水量
置を
約
30
唱下
げ
る
(
大
飯
:
 原
発)
.
'
・環
漬
庁
長
官
が
漂
着
現
場
を
視
1I
f(
三国
町)
。環
境庁
と国
立
環
境
研
究
所
の
現
地
調
査
開
始
(
三
国
町
・
石
川
県
)
.
・日
げ
の
油
回
収
船
rf
71J
'f
Iﾀ
5A
 
函
館
港
に
寄
港
。
駐日
ロシ
7大
使
が
来
福
。
県
や
地
元
住
民
に
正
式
に
陳
謝
。
1.
14
 
1
 9
 
第八
管区
海上
保安
本盤
信
井
県
・
県
内
市
町
村
他 県 鴻
回
収
な
ど
そ の 他
-環
境
庁
が
三
国
町
と
石
川
県
で
環
境
へ
の
影
響
調査
.
-水
鳥
の
被
害
38
4羽
に
(
環
境
庁ま
とめ
).
水
鳥
を
保
護
。
洗
浄
看
護
.
北
海
道
で
放
鳥
(
福
井
県
)
。
-
ニ
園
町
安
島
芦
原
町
浜
坂
.
敦
賀
市
な
ど
の
海
岸
(
水
鳥
が
j由
汚染
)。
環 境
|
| 坦 ∞|
|
(
甫
の
ち
北
西
)
1. 
15
 
1.
22
 
低
気
圧
が
臼
本
東
海
上
で
発
達
.
大
陸
の
高
気
圧
が
張
り
出
し
強
い
冬
型
の
気
圧
配
置
に
.
北
陸
か
ら
東
日
本
上
空
に
非
常
に
強
い寒
気が
南下
.
風 波
(1.
 5
01
) 
重
-・
車盗
塁B
.
:
少
量
の
貫
j曲
が料
品7
1ン
1を
.
館
え
て
取
水
路
に
流
入
.
1・・
EE浜
町東
三松
など
-:
新た
に重
;由
が源
着.
1・
-主
箆宜
主盛
堕
:
大
量
の
重
i由
が漂
書店
.
-
・
・
小
浜
市
岡
津
，
下
加
斗
直
径
4-
5e
mの
宣
油
が
約
lk
m
に渡
り濃
書官
.
湯 本
諮
ボ
油 の 漂 ~
 
着 状
|・
・・
議洲
市緑
町崎
j中
北
東
約
5k!
!!
.~
・・
2豊
洲
市
縁
側
崎
東
約
10
km
油
塊
j由
腹
を
確
I
l
.
富
山
:
 幅
約
1伽
1長
さ
約
19
km
lこ
湾
や
佐
渡
島
に
向
か
う
.
渡り
i由
塊
や
油
膜
が
広
が
る
.
そ
の
東
に
も
，
幅
20
-
ぬ明
，長
さ約
2k
mの
.
い
油
膜
が
漂
流
.
1日
20
-2
5k
m
の
速
さ
で
富
山
湾
と
新
潟
県
沖
に
様
近
.
況
『 斗斗 ρT
VU
』 h w M 仰 荏
詩
圧
倒 時 片端 附除
法
ν れ U 罰
法
ν 迦遇
、)
間
総
1
1
7
 
1.
18
 
1.
19
 
1.
20
 
1.
21
 
|船
首か
ら重
油篠
き取
り開
始
I :
 I 重
油銭
き取
り作
業中
断1
:
・船
首底
部に
穴を
あけ
，夕
方か
:
.:
JI
't
天に
備え
篠き
取り
作業
!・
荒天
のた
め重
油I
tき
取り
j
・重
油t
置き
取り
作業
でき
ず
i
・
重
油
篠
き
取
り
作
業
で
き
ず
.
重
油
扱
き
取
り
作
業
で
き
ず
.
荒
天
の
た
め
船
首
都
が
陸
側
へ
ら
夜
を
徹
し
て
重
油
の
篠
き
取
り
;
 が
午
後
か
ら
中
断
(7∞
初リ
ヲト
j
作
業
で
き
ず
o
:
 
"ì由
回収
用車
ン
7・
が健
園よ
り|
仮
般
道
路
lま
海上
部分
約自
白n
:
 
仮:
It
道路
工事
は着
工以
来
(
 約
13
m移
動
。
仮
畿
道
路
が
1 5m
開始
(海
上災
害防
止む
ト指
揮)
.:
~回
収)
.
・仮
段
道
路
造
成
進
む
(
陸
上
部
I
1
J婚
.
作
業
船
に
取
り
付
け
.
ま
で
敷
訟
が
進
む
.
初め
て中
断.
流
出
.
重
油
妓
き
取
り
作
業
と
・
仮
段
通
路
工
事
も
24
時
間
態
努
で
;
・仮
5:
道路
造成
進む
(9伽
).
分
)
.
仮
寂
道
路
海
岸
か
ら
1伽
l二
.
・
船
体
か
ら
の
漏
出
油
を
鉱
散
.
・
24
時
間
態
"
で
船
首
を
監
:
 仮
般
道
路
工
事
は
中
止
.
準
備
進む
.
j
 
j
 
j
 
j
 鯛
査
船
が
沈
没
船
体
を
調
査
.
,
 
視.
作業
のみ
.
・大
飯町
。
高
浜
町
.
小
浜
市
.
美
浜
町
三
国
・
芦
原
・健
前
・大
飯
町
海
岸
で
の
重
j由
回
収
で
き
ず
.
・
船
体
沈
没
付
近
の
海
底
状
況
:
 海
岸
で
の
重
油
田
収
作
業
再
:
・
海
岸
で
の
重
油
回
収
で
き
ず
:
・ 油
回
収
作
業
で
き
ず
.
Jン
仰ー
ト
で
重
油
回
収
s
官官
神半
島
j中
a 教
賀
;
経廼
村や
鎖ï
<<
6市
町
村
で
宣
;
陵
上
自
衛
障
の
み
回
収
作
業
:
 調
査
の
た
め
，
烈
量
船
出
差
:
 開
(
三
宮
町
)
.
語
弁
市
鷹
巣
(
三
宮
町
)
.
若
狭
湾
沿
岸
で
t.
ンJ
' 車
で
の
み
図
収
(
三
国
半
島
沖
で
も
漁
船
が
宣
油
回
収
.
,
 
油
回
収
.
(三
国町
).
樹南
一帯
の漁
:
 (
海上
保安
庁)
.
:
 海
岸で
も回
収.
,
 
も回
収作
業断
念.
町
)
.
敏
賀
市
「
も
ん
じ
ゅ
J
-
重
油
回
収
.3
28
3.
1 キ
ロ')
1 f
J
，
.
雄
島
漁
港
で
油
回
収
の
た
め
:
 船
で
の
回
収
作
業
も
午
後
か
:
・
小
浜
市
，
敏
賀
市
，
起
廼
村
，
福
:
・
新
潟
県
沖
合
に
船
を
派
遣
・
量
豊
前
町
，
河
野
村
で
重
j由
回
:
 付
近
の
白
木
海
岸
で
軍
j由
回
消
波
プ
ロ
け
を
移
動
.
ら
中
止
.
海
上
で
の
回
収
は
:
井
市
で
重
油
回
収
.
三
国
町
:
 回
収
.
灘
航
.
収
.
荒
天
の
た
め
午
後
か
ら
:
 収
.
宵
寝
か
ら
の
油
回
収
船
f第
;
 自
衛隊
・保
安庁
の船
のみ
.
で
l立
回収
で
きず
.
・
三
方
町
海
岸
の
養
殖
い
け
す
;
 中
止.
・上
館
市
で
午
後
か
ら
回
収
.
荒
三
た
か
I~
こ
丸
』
が
福
井
港
(
・ 能
登
半
島
東
部
で
巡
視
船
な
網
野
町
三
津
の
海
岸
，
能
登
j
 周
辺
で
t体
71
ンZ
漂
着
の
.
油
回
収
重
油
，
海
上
災
害
防
止
t:
天
の
た
め
新
潟
県
の
ほ
と
ん
ど
に
到
渚
.
ロシ
7か
ら
派
遣
の
救
:
ど
が
宣
油
を
回
収
.
鍵
航
.
半
島
東
部
沖
で
重
油
回
収
.
回収
.
ン
ト
の
委
託
を
受
け
，
広
島
で
:
で
回
収
作
業
中
止
.
鍵船
『う
1・
'}
ヲト
』も
能畳
半
;・
j由
回
収
船
『
第
三
た
か
lま
こ
;
・
目
げ
の
油
回
収
船
が
議
洲
市
:
・
美
浜
原
発
で
tイ
幻z
ン1
に
漂
着
:
処
理
(
こ
れ
ま
で
に
14
4.
6 ト
ン
:・
26
日
ま
で
回
収
作
業
休
止
(
ポ
う
島
沖
に
到
着
.
丸
』
が
福
井
港
に
到
倉
.
沖
に
歪
IJ渚
.
,
 
の
重
油
回
収
.
処理
)
.
ンT
a本
部)
.
 
・
重
油
回
収
畳
37
26
. 1
f日'
)1
f~.
・
重
油
回
収
量
37
78
.2
初'
}，
f~.
軍
j由
回
収
量
41
53
.5
キロ
'J ，
fJ，
.
:
 .
軍
油
回
収
量
48
22
.9
初
'J ，
fJ，
.
・
軍
油
回
収
量
49
59
.1
キロ
リヲ
トム
:
電
池
田
担
量
50
30
. 1
f日'
l1
fJ，
:
・
知
事
が
安
島
の
現
場
を
視
察
.
'
・
「
災
害
対
策
本
部
J
鐙
置
(
福
:
・
船
首
鶴
の
早
急
な
固
定
を
海
1
・
r災
害
対
策
本
部
」
鮫
置
(
河
1
・
「
災
害
対
策
本
部
j
位置
(;
1;
-
敏
賀
港
に
鉄
製
の
重
油
一
時
;
 井
市，
美浜
町)
.
上
災
害
防
止
t:;
'ー
に要
情.
野村
).
浜町
).
貯厳
ピヲ
ト完
成.
，ず
ラン
子イ
7受
付
tン
ト開
2宣
(小
i
 事
故
対
策
の
長
期
化
に
備
え
事
故
対
策
の
長
期
化
に
備
え
:
' T
m:
ート
緬井
lこ
3つ
目
の
霊
油
:
・
融
資
制
度
に
つ
い
て
事
務
的
J
 
浜市
，美
浜町
).
1
 
対
策
本
部
を
組
織
再
編
(
福
井
:
対
策
本
部
を
組
織
再
編
(
三
国
j
一
時
保
管
用
ピ
け
を
増
訟
.
な
準
備
進
む
.
県)
.
町)
.
・
高
校
生
の
回
収
な
ど
の
古
う
ン
テ
ィ
・
浮
遊
重
油
の
杷
握
監
視
な
ど
:
・重
油
回
収
の
資
材
費
，
一
時
:
・
漁
業
者
.
観
光
業
者
に
対
す
る
7I;
t学
校
派
遣
な
ら
出
席
級
い
の
強
化
の
た
め
衛
星
に
よ
る
j
 
i
 的
に
立
て
省
え
(
福
井
県
.
三
j
 金
融
支
鍾
の
受
付
開
始
.
:
 (
福井
県教
委)
.
画像
伝達
シX
T}
.墜
える
.
'
 
園町
)
.
・
近
畿
首
脳
会
織
で
副
知
事
が
補
三
国
町
3漁
憶
と
同
鍋
観
光
情
・
漁
業
者
，
観
光
業
者
に
対
す
る
償
外
交
を
国
が
責
任
を
持
つ
よ
会
が
知
事
に
陳
情
.
・
金
融
支
握
繕
置
杢
決
定
.
。
う
富
山
県
が
「
対
策
本
部
J
段
新
潟
県
が
「
対
策
本
部
」
段
j
 
j-
回
収
後
材
を
積
ん
だ
作
業
船
j
・
被
害
の
あ
っ
た
8府
県
桜
会
が
;
置
.
回
収
態
"
を
霊
え
る
.
置
.
佐
渡
島
海
岸
部
で
I
i
彼
が港
に待
織(
富山
県)
.
事
故
の
「
災
害
J
m
定
を
求
・新
潟
県
柏
崎
刈
羽
原
発
で
tω
:
態
努
強
化
.
資
材
確
保
.
,
 
め
政
府
な
ど
に
陳
情
.
7z
ン1
敷
訟
.
警
戒
強
め
る
.
ー
・
政
府
が
関
係
閣
僚
会
指
訟
置
:
・
運
鎗
相
が
三
国
町
lこ
2度
目
の
1
・
文
化
庁
が
東
辱
紡
周
辺
を
現
:
・
災
害
対
策
閣
僚
会
諸
初
会
合
.
・与
党
3党
首
会
餓
で
首
相
が
初
:
・運
繍
省
が
事
故
原
因
究
明
の
た
を
決
定
.
補
償
'.
i由
汚量
産対
:
筏繋
.
地
調
査
.
名
勝
指
定
外
さ
ず
.
'
・
自
治
体
仮
負
担
の
資
材
費
な
;
 動
対
応
の
遅
れ
を
認
め
る
.
め
特
別
調
査
委
員
会
段
置
決
定
策
・
事
故
原
因
調
査
な
ど
を
悩
ど
媛
助
の
方
針
を
示
す
(
自
:
・ ロシ
7運
繍
省
当
局
者
が
来
日
.
・
衆
院
本
会
緩
で
首
相
が
対
応
の
:
 1
1.
 
治相
).
:
・
塵
水
大
臣
が
三
図
書
観
察
.
~
れ
害
包
め
る
.
・
重
油
がt
イ晶
71
ン1
を
鍾
え
て
取
水
路
:
・ 日
本
海
沿
岸
地
帯
新
興
連
盟
1
・福
井
県
労
働
金
庫
， J
Af
~-
7・
. t
シル
7エ
ン1
を
3重
に
し
，
警
戒
.t鴻
71
況
を
3重
に
し
，
警
戒
:・
宣浦
市匂
仙
71
況
を
結
え
て
取
:
風
評
被
害
深
刻
.
宿
泊
料
ン
叫
に
流
入
.
す
べ
て
回
収
(
大
飯
原
;
 が
各
省
庁
に
油
回
収
や
保
liI
で
被
侵
食
口
座
開
段
.
(
敏
賀
の
高
速
増
殖
炉
『
も
ん
(
敏
賀
原
発
rふ
げ
ん
J
).
 
水
路
に
擁
近
.
取
氷
室
を
滅
:
 相
次ぐ
(小
浜氏
観光
情会
).
突
入
:
 支
慢
な
ど
を
緊
急
に
要
望
.
・
重
油
回
収
帰
り
の
男
性
急
死
:
 じ
ゅ
J
).
 
糞
浜
原
発
Iま
4重
に
増
段
.
少.
(
敦
賀
市
「
も
ん
じ
ゅ
J)
.
:
・ ロ
シ7
i闘
の
事
故
原
因
報
道
批
判
.
・ 行
事ト
カ』
に過
失が
ない
渇合
の
j
三
国
町
が
観
光
へ
の
影
響
を
:
 (
兵
庫
県
)
.
:
:
 'N
TT
が東
尋坊
に自
降格
・自
動
j
・回
収
作
業
の
男
性
2人
死
亡
全
労
連
が
政
府
対
策
本
部
に
流
保
険
限
度
額
lま
2億
6千
万円
.
,
 
調査
.
首
郵
圏
の
物
産
展
な
ど
で
水
:
 車
電
信
臨
時
基
地
局
を
開
段
(
福
井
県
館
前
町
.
石
川
県
珠
;
 出
重
油
の
除
去
，
補
償
な
ど
を
産
物
の
安
全
害
PR
(福
井県
).
(福
井県
が専
緒)
.
:
 洲
市)
.
申
し
入
れ
-
環
境
庁
と
B府
県
が
会
合
，
共
・
「
汚
染
水
鳥
救
護
福
井
の
会
J
・重
油
の
偶
発
物
質
の
健
康
へ
通の
ザン
7'
リン
r
法
で
の
早
急
が
緩
慢
金
受
け
入
れ
窓
口
開
:
 の
影
響
調
査
を
三
国
町
安
島
な
調
査
を
健
m
.
段.
で再
び実
施(
福井
県)
.
-福
井
県
が
環
境
保
全
f-
J
.
を
段
:
・三
国
町
安
島
区
住
民
や
ギ
ラ
ン
テ
:
・
三
国
町
の
大
気
中
に
灯
油
の
置.
:
 
i
 
:
 {7 を
対象
に
， 聞
き取
りに
i
 揮発
成分
含む
.道
具線
上
(
 
三
国
町
の
大
気
中
の
炭
化
水
よ
る
健
庫
調
査
開
始
(
金
津
保
:
の
際
の
灯
油
に
よ
る
二
次
;
号
素
濃
度
が
ifi
<
 ，宣
j自
の
微
健所
).
染
(
国
立
環
績
研
究
所
)
.
:
 粒
子
汚
量
産
も
続
<
(福
井県
).
:
 
・
三
園
町
の
館
前
総
島
水
族
館
;
 
の
イ
帥
14
頑
が
県
外
へ
疎
開
.
1.
22
 
-鍾
前
町
大
飯
町
漁
悩
が
鉱
鍛
錬
.
.
由
こ
な
ど
に
~
響
な
し
.
政
府
が
前
面
に
立
ち
処
理
す
る
よ
う
要
鍾
(8
府
県
漁
連
)
.
-
芦
原
町
海
岸
で
貝
が
文
量
死
.
1. 
16
 
重
油
篠
き
取
も
宣
油
の
回
収
な
ど
福
井
県
・
市
町
村
な
ど
他 県 敵 府 そ
の
他
環
績
へ
の
影
響
1. 
2
4
 
1. 
2
5
 
1. 
26
 
1. 
27
 
1. 
2
8
 
1. 
29
 
大
陸
の
高
気
圧
の
一
部
が
四
国
沖
に
j気
圧
の
谷
が
日
本
海
か
ら
北
目
j本
州
の
南
海
上
を
進
ん
だ
低
気
j冬
型
の
気
圧
配
置
.
上
空
の
強
:
北
陸
上
空
に
寒
気
が
居
座
り
北
陸
上
空
に
再
び
寒
気
が
入
り
;
低
気
圧
が
北
海
道
に
進
み
日
本
中
心
を
移
し
，
酋
日
本
を
緩
や
か
に
j本
を
通
過
後
，
大
陸
の
高
気
圧
j
圧
が
発
達
し
な
が
ら
三
陸
沖
か
j
い
寒
気
の
中
心
は
東
へ
妓
け
:
~t
日
本
中
心
の
冬
型
の
気
圧
配
j
込
み
冬
型
の
気
圧
配
置
強
ま
j
付
近
I立
西
か
ら
冬
型
の
気
圧
配
置
う
.
北
陸
上
空
の
強
い
寒
気
は
東
1
が
張
り
出
す
.
本
州
の
南
海
上
:
ら
東
へ
遠
ざ
か
る
.
日
本
海
西
部
に
気
圧
の
谷
が
進
:
置
が
続
く
.
る
.
北
陸
上
空
に
-3
5度
以
下
:
置
強
ま
る
.
北
燈
上
空
lこー
35
度
に
去
る
が
，
弱
い
気
圧
の
谷
が
日
本
l
に
前
線
が
の
び
，
前
線
上
を
低
み
，
夜
に
は
北
陸
に
近
づ
く
.
の
豪
気
が
南
下
.
以
下
の
強
い
寒
気
が
南
下
.
海
に
南
下
.
北
陸
地
方
に
近
づ
く
.
気
圧
が
進
む
.
(
南
西
の
ち
北
東
)
(
北
東
の
ち
北
，
強
い
)
(
北
西
の
ち
北
，
強い
)
2伽
νs
:
(
南
の
ち
北
西
)
(西
，強
い)
(
西
の
ち
北
西
，
強
い
)1
駒
山
j(
2.
5m
のち
3m
)
:
 (40
1の
ち3
m)
:
 (3π
，)4
m-
6m 
:
 (
初の
ち
2m)
:
 (2
mの
ち初
)
(4m
)7
mの
うね
り
福
井
県
沿
岸
12
市
町
村
全
滅
に
わ
た
館
前
海
岸
・
若
狭
湾
沿
岸
一
帯
;
石
川
県
新
潟
県
に
重
油
が
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岐
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岸
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潟
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収
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篠
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.
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仮
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仮
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収
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収
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仮
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収.
，
・
広
域
緊
急
救
助
隊
と
し
て
岐
j
 嫡
加破
操.
-
新
潟
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収
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収
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収
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岸
で
は
使
用
;
・
重
油
回
収
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収
量
91
12
.6
初'
J1
fl
.
.
・
自
衛
隊
.
南
に
も
回
収
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融
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催(
三国
町)
.
業
日
露
政
府
儲
カ
を
纏
耳
~
.
連
絡
会
臓
発
足
.
福
井
県
会
で
に
釜
づ
き
各
務
原
市
か
ら
敏
・補
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熊
本
か
ら
慢
助
物
l
 船
長
と
見
ら
れ
る
遺
体
を
確
保
育
所
開
所
(
美
浜
町
)
.
連
絡
会
臓
が
3脈
事
に
要
望
書
;
号
船
長
と
み
ら
れ
る
遺
体
が
;
 繍
.
石
川
県
で
も
新
た
な
派
:
 資
.
富
山
市
か
ら
は
膿
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が
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流
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遊
の
油
群
1;1:
1ま
:
 塊
は
ま
だ
海
中
を
浮
遊
.
.
に
.
船
首
都
の
水
没
部
を
確
:
・
海
上
保
安
本
部
と
海
上
自
衛
:
 を
決
定
，
政
府
対
策
本
部
が
l
 機
。
井
市
三
方
町
.
高
浜
町
の
み
回
収
:
回
収
済
み
』
と
発
表
.
.
・
荒
天
の
た
め
重
油
篠
き
取
り
m
す
る
プ
イ
を
取
り
付
け
る
.
隊
が
巡
視
船
艇
や
護
衛
艦
を
l
 閣
僚
会
館
で
報
告
.
仮
設
道
路
朝
ま
で
に
2伽
峨郷
。
作
業
.
・
芦
原
町
，
大
飯
町
を
除
<
10
市
;
作
業
中
止
.
仮
盟
道
路
14伽
;
・
沈
没
地
点
付
近
で
巡
筏
船
8隻
:
出
し
て
回
収
と
審
戒
.
・
重
j由
簸
き
取
り
作
業
中
止
.
1ω
"ま
で
に
回
復
.
・
沈
没
船
体
飼
査
の
た
め
調
査
船
再
(
町村
で回
収作
業.
美浜
町*
.
:
 に
.
,
 
が処
理作
業.
，
福
井
・
敏
賀
小
浜
市
と
三
国
;
・
福
井
・
救
賀
市
と
館
前
.
;
w
;
浜
隠
厳
島
沖
の
沈
没
船
体
の
音
波
ぴ出
港.
ラン
fa
受
付
を
一
時
中
止
.
南
:
・
重
油
回
収
量
合
計
3万
1千
初
IJ:
・
海
水
浴
場
で
砂
浜
に
浬
も
れ
:
 美
浜
・
高
浜
町
で
重
油
回
収
.
町
の
み
重
油
回
収
.
三
国
・
美
:
探査
調査
.:
&さ
12
0-
13
Om
と
・
常
神
半
島
で
縄
文
公
園
を
臨
時
の
:
飽
5市
町
村
蟻
員
が
河
野
村
で
:
ヲf
l..
*.
うン
テa
延
べ
64
4∞
人.
'
 た
油
の
箔
り
出
し
作
業
(
福
井
:
・
重
油
回
収
量
12
27
9.
8キ
日1}
1f
" 
:
 浜
町
で
は
中
止
.
確認
.
r沖
ト
方
』
号
の
可
能
性
回
収
ド
弘
缶
置
き
場
に
.
~
送
開
:
重
油
回
収
(
福
井
県
内
)
.
・
三
国
町
。
健
廼
村
海
岸
な
ど
9
県内
).
:
 ':
1:
;由
回収
量1
25
12
.9
キロ
リヲ
トル
!
大.
始.
,
 
小
浜
市
が
回
収
用
品
の
提
供
i
 市
町
村
で
重
油
回
収
.
新
潟
回
収
油
の
運
び
出
し
，
鉄
道
も
j
j
 
j-
重
油
回
収
量
12
83
6.
2初
'J，
f...
.
・重
j由
回
収
量
10
21
2.
1初
'}
1f
".
石:
を
呼
び
か
け
.
柏
崎
市
海
岸
で
も
重
油
田
収
.
利用
。
川
県
で
は
約
12
8∞
キロ
'J，
f..
.
・重
j由
回
収
量
10
88
6.
1初
'J，
f...
:
 ・重
油
回
収
量
11
32
7.
5キ
ロI
J'f
"
:
 ':1
:;由
回
収
量
12
04
7.
1初
1}1
f... 
:
 
・国
際
j由
j由
濁
補
償
基
金
が
被
・福
井・
石川
県
に
祭
参
の
国
会
隊
員
:
・
首
相
が
回
収
作
業
多
加
の
死
:
 
:
 
i
 
i
 害
総
額
約
16
0-
17
0億
円
と
推
:
・
関
係
8府
県
の
連
絡
会
桜
開
催
.
調
査
団
が
彼
察
.
三
国
町
で
は
知
|
者
に
見
舞
金
支
給
を
箔
示
.
，
政
府
が
回
収
作
業
参
加
の
死
j
 定
.
回
収
経
費
の
支
援
な
ど
固
に
要
事
，
漁
協
な
ど
が
要
隻
.
・高
浜
町
が
漁
協
に
補
償
金
の
者
4人
に
褒
賞
制
度
で
見
舞
金
望
で
一
致
。
・
漁
業
関
係
者
の
回
収
費
用
を
海
上
:
一
時
立
管
金
と
し
て
印
0万
円
:
支
払
い
を
決
め
る
.
・
緬
井
・
石
川
県
漁
連
，
自
民
党
災害
防止
セン
トが
一括
して
船主
(
支給
。
j
 
j
 
i
 
j
・英
国政
府の
油除
去の
専門
j
 水
産
政
策
推
進
協
桜
会
で
早
急
側
に
繍
求
す
る
こ
と
を
，
漁
連
と
j
 
i
 
l
 
:
 
:
 家
が
京
都
市
で
関
係
自
治
体
:
 な
漁
場
回
復
な
ど
を
要
望
.
契約
.
,
 
の
担
当
者
と
鋭
明
会
.
・関
係府
県が
連名
で船
主へ
補償
:
:
 
:
 
(
 
|
 ・ナ
本州
市長
から
敦賀
・舞
鶴市
要求
めざ
す(
福井
県)
.
i
 
i
 
i
 
i
 
i
 長
へ
見
舞
い
の
nけ
;1
..
船主
・全
国
町
村
会
が
関
係
省
庁
に
財
政
:
・
「
環
日
本
海
交
流
西
日
本
協
1
・海
水
浴
場
の
重
油
処
理
の
「
検
:
・
「
重
油
回
収
按
術
対
策
連
絡
三
国
町
の
『
ラ
ン
Tィ
7セ
ント
が
:
 に
賠
償
で
助
言
.
支
慢
な
ど
緊
急
申
し
入
れ
.
厳
会
」
が
英
国
政
府
の
j由
除
IH
-I
.J
実
足
を
決
め
る
.
会
II
J!
量置
決め
る(
福井
県)
:
 
r健
康支
媛J
'う
ンJ
導
入
.
・
厚
生
省
が
重
j由
の
群
細
な
成
新
婦
人
の
会
が
首
相
に
要
繍
書
提
;
去
の
専
門
家
招
<
.
:
 .
 rt
車
ト
書
』
号
船
長
の
遺
体
・
英
国
政
府
の
泊
除
去
の
専
門
:
・
京
書
官
府
網
野
町
で
回
収
作
業
i
 分
表
を
関
係
府
県
に
通
知
.
出.
:
 'O
~1
政
府
が
日
露
合
同
の
事
故
j
家族
と対
面.
家
来
日
，
三
国
町
，
京
郵
府
:
 後
の
男
性
死
亡
.
・
三
国
町
会
が
政
府
へ
意
見
書
.
・館
前
町
に
漂
着
の
遺
体
，
rナ
ヰト
カJ
調
査
委
員
会
段
置
に
同
意
.
網
野
町
。
兵
庫
県
竹
野
町
な
ど
，
r
ヲン
ティ
7支
媛町
イド
ライ
ン作
成
号
船
長
と
曾
~
が
一
致
.
遺
族
に
;
・
館
前
町
に
漂
着
の
遺
体
，
r休
を調
査.
,
 
関係
市町
村に
(福
弁県
).
確
æ.
:
 トカ
』号
船長
と確
m.
:
 
:・
7γ
7医
師
連
絡
協
誠
会
が
三
:
:
 .*
.ラン
fl
1本
部;
I.
~り
を対
象
.*
'7
ン予
げ
の
た
め
，
福
井
ー三
国
間
;
 マ
ヲト
ン'
師が
ギラ
ンテ
ィ7
に
治
療
園
町
救
護
所
を
訪
問
，
1主
療
に
，
応
急
手
当
講
習
会
開
く
に
無
料
パ
ス
を
週
末
に
運
行
.
のト
ピ;
1.
(小
浜市
).
状
況
調
ベ
.
救
種
所
は
緬
井
(
三
国
消
防
署
・
坂
井
郡
医
師
・
回
限
後
の
後
始
末
に
有
機
洗
剤
を
;
・
保
護
・
収
容
さ
れ
た
水
鳥
延
ベ
県
内
に
7つ
.
,
 
会)
.
使
わ
ぬ
よ
う
注
意
頃
起
の
文
書
を
:
114
1羽
.
6割
が
死
骸
(
環
境
海
岸
沿
い
3地
区
で
健
康
相
級
j
i-
海
鳥
保
護
の
た
め
福
井
県
に
市
町
村
・
保
健
所
に
配
布
(
福
井
県
)
:
 庁
).
所
在
開
段
(
福
井
市
)
.
獣
医
師
を
派
遣
.
(京
都市
).
:
 -
水
産
庁
連
絡
協
擁
会
が
潔
着
現
場
視
察
.
被
害
鍋
査
.
・
再
発
防
止
な
ど
固
と
県
に
意
見
書
(
河
野
村
機
会
)
.
-
保
健
婦
ら
35
人
を
動
員
.
海
岸
沿
い
3地
区
34
町
内
で
無
料
健
康
相
校
所
開
訟
.
・
「野
鳥;
由汚
染救
助マ
ニュ
1"
J
配布
(環
境庁
).
高
気
圧
が
日
本
付
近
に
張
り
出
し
，
冬
型
の
気
圧
配
置
続
<
.
 
(
北
，
強
い
)
(4
mの
ち3
m)
1.
30
 
天 気 風 波 重
油
の
源
流
・
漂
渚
状
況
霊 ，由 回 収 補 償 関 係 そ 。コ 他
2
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2.
 8
 
2.
 9
 
2.
 10
 
2.
 11 
2.
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本
州
付
近
を
緩
や
か
に
橿
っ
て
い
た
j 冬
型
の
気
圧
配
置
が
続
く
が
北
日
本
中
心
の
弱
い
冬
型
の
気
j 本
州
の
南
海
上
を
進
む
低
気
圧
j
…
;
前
線
を
伴
っ
た
低
気
圧
が
，
能
j 北
低
気
圧
が
日
本
の
東
海
上
へ
高
気
圧
が
東
海
上
に
去
り
，
低
気
圧
i 上
空
の
寒
気
l立
東
海
上
へ
篠
け
j
圧
配
置
.
日
本
海
北
部
と
九
州
j
が
東
海
上
に
遠
ざ
か
る
.
大
陸
j
j
登
半
島
沖
か
ら
北
日
本
を
通
j 遠
ざ
か
り
，
大
陸
の
高
気
圧
が
が
日
本
海
と
本
州
の
南
海
上
を
進
:
等
圧
織
の
間
隔
も
西
か
ら
開
い
:
南
海
上
を
低
気
圧
が
東
に
進
み
:
の
高
気
圧
が
緩
や
か
に
本
州
付
過
.
.
日
本
付
近
に
張
り
出
す
.
北
陸
む
.
て
，
冬
型
の
気
圧
配
置
が
ゆ
る
:
日
本
付
近
は
弱
い
気
圧
の
谷
に
i 近
を
寝
う
.
.
の
上
空
に
強
い
寒
気
が
入
り
，
:
む
.
は
い
る
.
一
時
的
に
冬
型
の
気
圧
配
置
が
強
ま
る
。
(
北
の
ち
北
東
)
(
南
東
の
ち
北
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東)
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のち
西)
(
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西
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強
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伽
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盟
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:
・2
盆
箆
皐
盟
主
;
・随
飯島
の北
東
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. 6
km
・主
主
堂
亙
盟
主
重
油
の
沸
き
出
し
続
<
.
縦
約
lkm
. :
 重
油の
;弗
き出
し続
< .
:
 重
油
の
沸
き
出
し
続
< .
:
 重
油
の
沸
き
出
し
続
く
.
•
 
重
油
の
沸
き
出
し
続
<
.甲
j
 重
油
の
沸
き
出
し
続
<
.
長
積
約
1 .
6k
mの
海
減
に
重
油
が
広
が
績
に
あ
る
ふ
た
か
ら
溺
出
.
•
 
さ
2.
6k
mの
重
油
の
帯
が
南
東
:
る
5.
5k
m渡
り
南
， 東
に
の
び
る
.
•
 
方
向
に
広
が
る
.
:
船
首
周
辺
東
に
延
び
る
幅
1伽
， 長
さ
20
0
:
 
mの
薄
い
油
の
筋
を
数
本
確
飽
;
:
 (
岩
場
か
ら
洗
い
出
さ
れ
た
ヲ
)
:
 
l
 
l
 
EJ
 
:
 
宣
…
り
作
家
続
く
:
 
:
 . 1f
i.;
Æ~t
::.
/I)'
Jfi上
で
の
惜
:
艇
か
ら
の
残
油
腕
取
り
準
船首
都分
か叫
油腕
I
[
…
町
村
I
i
I 重
…り
作業
再開
|j
-E
14
16
37
州防
I 船
間分
の重
油篠
き
I
でき
ず重
油田
…
: 備
・
取
り
作
業
再
開
:
 
皿
I
取
り
作
業
完
了
:
 中
で
う
ち
切
り
(
三
国町
)
.
・三
国
町
で
3日
間
重
油
回
収
作
仮
段
通
路
1 65
州こ
.
'"
ーン
組
;・
タま
で
に
約
24
0初
1)1
~.l
彼
j
 
l
 '
 
j
 
j
 業
など
休止
.
・重
油約
4∞
キロ
1)1
~.
l篠
<.
:
 立
は
ほ
ぼ
終
了
.
車
-.1.
取
り
付
:
<
.
昼
夜
を
通
し
作
業
績
行
.
:
j-
船
首
都
分
か
ら
の
回
収
量
j由
・重
j由
回
収
畳
14
36
8キ
日 1}
1~.
l.
・
仮
段
道
路
1 5
5
m
に
.
仮
段
道
路
か
:
け
な
ど
準
備
.
仮:
9:
道路
17
0m
に.
•
 
は
3日
間
で
13
41
初
1)1
~.
l.
総:
ら
重
j由
を
~
き
取
る
た
め
の
'l
rン
:
・
小
浜
市
で
宣
油
回
収
.
・
海
上
保
安
本
部
は
小
浜
市
か
:
 針
24
50
初'
}，
~.l
. 
組
立
開
始
.
.
・
沈
没
海
蟻
に
向
け
.
深
海
標
j
 鞍
賀
市
の
沖
合
で
重
油
回
収
j
 
j
 仮
段
通
路
17
5m
に到
達.
大
・回
収量
j自
の
移
送
開
始
.
敏
賀
港
:
査
樋
繕
磁
の
「
な
つ
し
ま
J
:
・大
飯町
を除
く
11
市
町
村
で
:
 霊
ヴl
rン
を1
'.
1.
ト走
行.
で
12
∞
缶
積
み
込
み
.
舞
鶴
港
を
出
港
.
重
油
を
回
収
.
・
科
学
技
術
庁
・
海
洋
科
学
技
術
・
重
油
図
思
量
13
08
3.
2初
')
1~
.l
.
・重
油
回
収
宣
13
29
2.
7初
I} ，
~.l
:
 ・ロ
げ
の
j由
回
収
船
帰
国
む
9ー
が
無
人
深
海
祭
査
後
「
ド
・
編
弁
県
が
回
収
量
ま
と
め
る
(5
8:
.9
府
県
の
補
償
担
当
者
会
憾
で
:
:
 
:
 ，1，
7ィ
ン3
KJ
で
沈
没
船
体
の
i曹
現在
)
.
教
賀
市
31
75
. 6
. 三
国
町
:
国
際
i由
濁
補
償
基
金
代
理
人
:
 
:
 
:
 水
調
査
.
r十
本
州
』
号
の
船
名
24
26
. 5
. 美
浜
町
23
63
. 4.
三
方
町
:
が
鋭
明
.
被
害
推
定
績
は
16
0
:
 
確
m.
霊
油
を
採
取
.
111
7.
5キ
ロ 1)
1 ~
.l
など
.
:
 -
170
億円
.
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:
 
i-
福
井
県
内
で
8市
町
村
が
重
油
・関
係
9府
県
知
$
が
連
名
で
船
主
に
全
漁
連
. 福
井
・石
川
な
ど
1府
j
j
 
j
 回
収
.
砂
浜
の
油
塊
分
厳
に
補
償
な
ど
を
求
め
71
ヲ似
送付
.
:
 7
県
の
漁
連
が
油
流
出
事
故
漁
改造
ショ
ヘ・
的ー
を
舘
運
転
(
京
・
敏
府
が
関
係
府
県
，
漁
集
団
体
.
旅
:
象
被
害
対
策
協
緩
会
開
催
.
•
 
都
府
網
野
町
)
.
行
業
関
係
者
な
ど
に
対
し
，
遭
繍
;
補
償
交
渉
の
窓
口
一
本
化
を
i
i
 
i-
重
j由
回収
畳
14
30
3.
4キ
ロリ
ヲト
ル
省
で
補
償
問
題
に
関
す
る
説
明
会
.
•
 
決
め
る
.
・
国
際
油
濁
補
償
基
金
が
仮
段
・
福
井
県
商
工
団
体
連
合
会
が
新
た
:
・政
府
が
沈
没
船
体
部
の
処
理
:
 道
路
分
の
補
償
包
め
ず
.
r固
な
緊
急
融
資
な
ど
を
要
繍
.
策
を
ま
と
め
る
検
討
委
員
会
:
が
責
任
を
J.
-水
産
資
源
へ
の
震
油
の
~
響
調
査
!
発足
.
j
 
j
-京
郵
府
と
舞
箇
市
が
冠
島
へ
j
・
運
繊
細
が
u
，ワ
で事
敏原
因
の
た
め
，
固
と
海
軍E
府
県
が
連
絡
1
・
遣
事
自
省
の
原
因
鯛
査
委
員
会
:
 
:
 上
陸
.
環
境
へ
の
~
響
な
ど
:
 究
明
の
日
露
合
同
専
門
家
会
偏
諸
会
初
会
合
.
•
 
が
三
国
町
で
の
現
地
調
査
を
:
 
を
鍋
査
.
合
.
日
本
側
が
船
首
都
引
き
..
油回
収・
処理
など
の
1か
月分
j
決め
る.
i
 
i -
自衛
隊の
一部
が撤
収.
•
 
上
11.
日げ
が解
析な
どに
多
の
経
費
は
，
徳
井
県
5-
6億
円
，
県
福
井
市
会
な
ど
61盤
会
が
政
府
j
j
 
:
 加
.
内
市
町
村
8-
10億
円
と
推
計
(
徳
井
:
へ
の
災
害
対
策
に
関
す
る
愈
・
福
井
県
防
災
会
絡
が
緊
急
の
県
補
償
対
策
プ
ロ
グ
IH
f-
心.
晃
容
傑
択
.
•
 
会
合
開
催
.
地
峨
防
災
計
画
・固
か
ら
福
井
県
に
教
急
援
品
.
県
三
国
町
な
ど
へ
の
f
わ1
'a
送
i
:
 
j
 政
定を
決め
る.
内
17
ヶ
所
に
配
布
.
迎
11.
.1.無
料
運
行
5日
増
や
す
.
.
 r
 j宙
流
失
事
故
環
境
能
響
評
・下
関
市
長
が
敏
賀
市
訪
問
.
擁
峰
:
三国
町で
ポラ
ン1
'
a
に
由
こ
を
ト
価
総
合
検
討
会
」
初
会
合
(
環
金
や
支
姫
物
資
を
贈
る
.
t. 
.1. 
(三
国
港
後
船
底
曳
網
漁
筑庁
).
・長
野
県
伊
都
市
有
志
らが
金
箕
な
j
鎗)
.
i
 
i
 
j
・ 4土
民
党
党
首
が
三
国
町
の
現
ど贈
る.
喝
を
彼
繋
.
2.
6
 
天
回新
事
話 A 市
.1
月
分
の
回
収
経
費
は
B億
3∞
o
万
円
.
緊
急
に
支
払
い
が
必
要
な
5億
3民
間
万
円
分
を
財
政
調
益
基
金
か
ら
取
り
崩
し
(
福
井
県)
.
-風
評被
害防
止へ
イメ
ーグ
7ヲ
7.
緊
急
対
策
連
絡
会
設
置
(
福
井
県)
.
・環
境
保
全
対
策
Y
ログ
ェヴ
トチ
ーム
が
調
査
内
容
と
り
ま
と
め
.
水
質
な
ど
汚
染
状
況
を
調
査
.
-
福
井
県
災
害
対
策
本
部
定
例
級
会
を
週
2回
程
度
開
催
に
.
・
緬
井
県
が
回
収
f
イド
ライ
ン作
成
を
決
め
る
.
-
民
主
党
党
首
石
川
県
の
現
場
を視
察.
-三
国
町
で
公
民
館
の
ず
う
万
a
へ
の
提
供
打
ち
切
り
を
決
め
る
(14
日か
ら)
.
(
南
の
ち
北
西
，
や
や
強
い
)
(2
m)
 
気 風 波 重
油
の
漂
流
状
況
重 j自 収回 補 償 関 係 そ の 他
2
1
7
 
:
 2. 
18
 
2. 
19
 
前
線
を
伴
っ
た
低
気
圧
が
急
速
:
文
隆
の
高
気
圧
が
日
本
付
近
に
:
冬
型
の
気
圧
配
置
続
<
.
午
後
:
北
陸
の
上
空
に
南
下
し
た
強
い
に
発
進
し
な
が
ら
本
州
南
岸
を
j張
り
出
し
，
冬
型
の
気
圧
配
置
.
.
か
ら
夜
に
か
け
て
日
本
海
上
空
j
寒
気
は
一
時
的
で
，
東
に
篠
け
東
に
進
む
.
.
上
空
の
寒
気
lま
比
較
的
弱
い
.
.
に
か
な
り
強
い
寒
気
が
南
下
:
始
め
る
.
し
，
冬
型
の
気
圧
配
置
が
強
ま
る。
2.
16
 
2.
15
 
前
線
を
伴
っ
た
低
気
圧
が
黄
海
を
発
達
し
な
が
ら
東
に
進
む
.
日
本
付
近
は
西
か
ら
深
い
気
圧
の
谷
に
入
る
.
2.
14
 
大
陸
の
高
気
圧
の
一
部
が
移
動
性
と
な
っ
て
広
〈
本
州
付
近
を
橿
う
.
午
後
北
日
本
を
気
圧
の
谷
が
通
過
。
2.
13
 
西
高
東
低
の
冬
!
t
t
の
気
圧
配
置
が
続
き
，
北
陸
上
空
に
寒
気
が
居
座
る
.
西
日
本
方
面
か
ら
次
第
に
等
圧
線
の
間
隔
が
広
が
る
.
天 f;
 
(
北
の
ち
西
，
や
や
強
い
)
(
北
東
の
ち
西
，
や
や
強
い
)
(
北
西
の
ち
北
)
(加
のち
2.
5m
)3
mの
うね
り
(加
のち
2.
5m
)ゐ
のう
ねり
(4
0.
のち
3m
)
『 斗斗
川
?H
U
』 中
川間
刊号
訴民
側 骨片 明 阿 川 昨 uu
up
m
サ }4
ES
叫日
時蝉
:
芦
原
町
浜
坂
海
岸
な
ど
3k
m
.
徳
井
市
白
方
町
か
ら
浜
住
町
の
l
 新
た
に
無
数
の
直
径
3-
5c
mの
:
登
丞
盆
全
7k
m
:
 油
玉
が
漂
着
.
付
近
の
海
上
:
 直
径
1-
5c
mの
油
玉
が
漂
賛
.
に
は
浮
遊
油
確
認
さ
れ
ず
.
-
敏
賀
半
島
立
石
附
沿
岸
油
群
が
漂
流
.
(1
mの
ち
4m
)l
mの
う
ね
り
;
・
沈
没
地
点
周
辺
:
 浮
遊
油
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
:
ず
.
-
三
園
町
浜
地
海
岸
，
わ
旬
ト
:
 ピ
→
な
ど
j
 新
た
に
重
油
漂
着
.
(
南
の
ち
北
西
)7
m1
s
(
甫
の
ち
南
東
，
や
や
強
い
)
(
南
の
ち
北
)
(北
)
風
(1
晶、
のち
2m
)
(2
m)
 
(
加
の
ち
2m
)
波
-
沈
没
地
点
周
辺
重
油
の
沸
き
出
し
続
<
.
 
甫
に
2.
5k
mO
)帯
状に
広
がる
.
-塗
皇皇
室盟
主
重
j由
の
湧
き
出
し
続
<
.
 
油
の
意
表
状
況
-船
首
わ
う
肉
の
残
存
重
油
回
収
準
備
;
・
船
首
鶴
9ン
ウ
内
に
付
着
の
残
;
・
船
首
都
9ン
ヲ
肉
付
着
の
残
j由
終了
.
.
 油
，仮
12
:道
路に
文書
~'
Ir
ン
:
 1
07
初リ
ヲト
ル回
収.
-
自
衛
隊
作
業
が
終
了
.
三
国
，
福
l
を1
2:
置し
，
8キ
ロ'
h~
"回
収.
，
・
徳
井
県
重
池
田
収
技
術
対
策
弁
.
敏
賛
美
浜
か
ら
作
業
終
了
の
;
・
徳
井
県
重
油
回
収
銭
術
対
策
l
 連
絡会
が三
国町
わセ
ヲト
ピ
-f
R
æ
.
を
受
け
取
る
.
.
 連
絡
会
が
，
三
国
町
で
高
温
:
 で
，
ピ
→
ヲ
リ
ー
ト
を
使
っ
た
回
i
 高
圧
洗
浄
様
な
ど
で
岩
織
の
j
 収
t~
ト実
施.
l
 
付書
t'
;由
を洗
浄・
回収
叙餓
.
.
・
河
野
村
と
文
飯
町
を
除
<3
市
;
・
自
治
省
が
各
自
治
体
の
被
害
:
 7
町
村
で
回
収
作
業
.
:
 を
ま
と
め
る
.1
日
現
在
で
回
:
・
仮
段
通
路
の
微
去
は
5月
以
降
:
 収
費
な
ど
の
総
額
約
70
億円
.:
(海
上災
害防
止セ
ント
).
:
政
府
が
回
収
作
業
後
に
死
亡
;
 
:
 の
5人
に
褒
貨
を
送
る
(
褒
彫
:
 状
と
見
舞
金
10
0万
円)
.
・
官
房
長
官
，
補
償
問
題
で
災
害
対
1
・
兵
庫
県
が
回
収
作
業
後
死
亡
1
・国
際j
由
濁
補
償
基
金
の
日
本
策
釜
本
法
の
改
正
を
含
め
検
討
.
•
 
の
遺
篠
に
見
舞
金
贈
る
.
•
 
代
理
人
が
，
中
小
企
業
や
漁
・
運
舗
相
が
「
補
償
要
求
窓
口
在
国
:
・
運
鎗
省
事
故
調
査
委
員
会
が
;
協
に
対
し
3月
末
ま
で
に
約
15
が
一
本
化
す
る
の
は
函
館
J
:
 船
首
都
分
の
具
体
的
な
別
査
:
 億
円
の
補
償
金
仮
払
い
を
事
:
 内
容
を
決
定
.
0~
71
こ打
診.
,
 
務
局
長
に
要
摘。
:
船
主
か
ら
各
府
県
知
事
宛
lこ
7
:
・
福
井
県
へ
の
緩
媛
金
3億
円
を
円
以
で
回
答
.
•
 
突破
.
j
・関
係8
府
県
連
絡
会
織
で
要
望
i
-
自
民
党
脈
事
長
，
重
j由
流
出
の
終
:
を
ま
と
め
る
.
.
・
公
民
館
の
本
ラン
ta
受
け
入
れ
1
・
採
取
量
，
由
の
中
か
ら
重
j由
を
給
宣
言
を
検
討
.
全
園
都
道
府
県
1
・
錐
島
漁
協
と
ず
ラ
げ
a
代
表
が
l
中
止
に
代
わ
り
，
r
ラン
子a
~'
:
 分解
する
1\
'
?t'
}7確
認
(
金
沢
厳
会
隊
会
長
に
返
答
。
:
今
後
の
回
収
作
業
に
つ
い
て
:
 り
な
ど
長
期
滞
在
者
に
地
元
;
 大
学
入
・
環
境
庁
が
重
油
に
有
害
物
質
な
し
j
協
擁
.
回
収
を
任
せ
，
出
漁
!
 企業
が
無
料
宿
泊
所
提
供
と
発
表
。
:
で合
意.
'
 三
園
町
観
光
協
会
の
依
頼
で
:
未
来
工
学
社
ら
が
米
国
の
1
\
'
イ
;
三
国
町
j中
に
漕
水
撮
軍
5.
:
 
;
 t処
理妓
術の
専門
家ら
を三
:
!
 
園
町
に
招
き
，
現
場
を
視
察
.
,
 
-県
内
30
地
点
で
水
質
・
底
質
調
査
(
福
井
県
.
-2
7
日)
.
-
水
産
庁
の
調
査
船
が
敦
賀
港
;
 
に
寄
港
.
三
国
j中
で
は
水
産
i
 
資
源
に
舵
響
な
し
.
7J
同'
ヨの
産卵
地・
三国
町の
:
九
頭
竜
川
河
口
付
近
で
京
大
:
 
が
影
響
観
査
.
-
差
霊
童
盟
主
亙
重油
の塊
確H
l.
な
-
船
首
都
9ン
ウ
肉
付
着
の
残
j由
回
収
作
業
で
き
ず
.
湾
岸
で
の
回
収
作
業
も
中
止
の
た
め
，
作
業
後
材
な
ど
を
清
掃
。
-
無
人
深
海
探
査
自
慢
で
沈
没
船
体
を
調
査
.
破
断
面
を
t'
ft
領
軍~
o
0;由
回
収
船
『
清
飽
丸
』
回
収
作
業
終
了
.2
0日
名
古
屋
へ
帰
港
.
-船
首都
9ン
O肉
付
着
の
残
j由
回;
・
船
首
都
わ
?
肉
付
婚
の
残
油
回
収
作
業
で
き
ず
.
仮
叡
道
路
j
 収
作
業
で
き
ず
.
仮
俊
道
路
が
波
の
た
め
先
端
部
4m
流失
.
,
 
先虫
歯部
h
流失
.
・海
岸で
の
回
収
作
業
を
当
面
1
・
政
府
対
策
本
部
が
重
油
回
収
休
止
(
福
井
市
.
美
浜
町
)
.
敏
:
船
を
段
階
的
に
縮
小
を
決
め
賀
市
.
小
浜
市
，
三
方
町
p大
飯
:
る
.
当
面
40
隻
程
度
に
.
町
で
重
j由
回収
.
・回
収
;
由
の
6割
処
理
の
た
め
級
:
出
.
‘
・
日
本
の
ザ
か
.
ー
シ
.
社
が
船
主
側
保
険
会
社
と
契
約
.
船
首
都
の
撤
去
作
業
準
備
開
始
.
-
船
首
都
9ン
ヲ
肉
付
着
の
残
j由
回
収
作
業
午
前
中
で
中
止
(11
キロ
'}，
w.
海
岸
で
の
回
収
作
業
も
午
後
中
止
(
三
国
町
)
.
 
-
海
上
保
安
本
都
市
匂
ン
ト
沈
没
地
点
と
若
狭
連
中
心
に
警
戒
.
.
海
上
自
衛
隊
が
若
狭
湾
在
中
心
に
I;
;由
回
収
(90
'}1
f.c
.).
宣 泊 司E固
ー l HC
ω
l
l
-国
際
j由
濁
補
償
基
金
が
，
神
戸
に
繍
償
繍
求
専
門
の
事
務
所
の
位
置
を
報
告
.
-関
係
9府
県
連
絡
会
桜
.
関
係
省
庁
，
与
党
3党
な
ど
に
緊
急
要
望
書
提
出
.
.1
月
末
ま
で
の
宣
，
由
回
収
録
費
は
約
20
25
万円
(三
国町
).
-重
j由
再
漂
着
の
た
め
現
地
対
策
本
部
を
延
長
(
福
井
市
)
.
-
美
浜
原
発
で
tイ
ル7
1ン
1を
1本
減
らす
.
-目
ンド
ンで
菌際
i由
濁
補
償
基
金
の
理
事
会
開
催
.
基
金
支
払
い
上
限
を
暫
定
的
に
補
償
精
求
総
額
の
8割
に
詮
定
.
-関
係9
府
県
連
絡
会
権
開
催
.
国
の
財
政
措
置
な
ど
を
求
め
共
同
の
要
望
書
を
と
り
ま
と
め.
-
福
井
県
が
線
復
金
(
約
5億
21
00
万
円
)
の
使
途
を
決
め
る
ため
作業
ゲ晶
-)
.
!量
置を
決
定
.
県
内
市
町
村
に
は
総
額
約
2億
14
∞
万
円
.
-
被
害
状
況
の
写
真
集
作
成
(
福
井県
).
-重
j由
回
収
資
な
ど
1ヶ
月
分
の
l
経
費
ω4
1万
ぬ
00
円
を
尊
決
:
自
民
党
が
霊
j由
流
出
事
故
対
処分
(敏
賀市
).
:
 策
本
部
が
「
対
策
推
進
小
委
.0シ
7還
繊
細
が
司
E放
原
因
究
明
;
員
会
段
置
J.
漁
業
補
償
・
自
の
た
め
専
門
京
派
遣
を
決
め
:
 の
財
政
支
援
な
ど
検
討
.
る.
,
 
・
三
国
町
で
r
ラン
ティ
7リ
サ.
ーな
・
敦
賀
医
師
会
が
重
j由
回
収
の
;
 ど
を
対
象
に
心
肺
窓
生
法
の
住
民
を
無
料
健
康
鯵
断
.
J;
 
:
 講
習
会
開
催
.
齢
者
な
ど
に
作
業
自
粛
を
指
;
・
長
期
滞
在
の
f
ラン
ta
の
宿
泊
導.
,
 
先
に
民
家
や
保
蓑
所
な
ど
を
・三
国
町
民
有
志
が
船
首
都
を
j
 提
供。
撤
去
後
，
後
世
に
残
そ
う
と
:
 
運動
。
ど 繍 償 関 係 そ の 他
刷新
ヰ
2.
20
 
(南
西
，
強い
)
12
m/
.
 
(
副
知
ゅ
う
ね
り
天 風 回 収~
 
波 重
油
の
漂
流
状
況
震 油
話
ボ
-
三
国
町
.
漁
協
観
光
関
係
者
ら
が
災
害
復
旧
事
業
に
対
す
る
財
政
支
後
(
約
7億
40
∞
万
円
)
を
県
に
陳
情
.
-ロ
シ7
還
愉
省
専
門
官
が
三
国
町
で
船
首
都
の
観
察
.
-
福
井
県
級
会
が
宣
;
由
事
故
対
策
の
た
め
「
災
害
対
策
特
別
委
員
会
J
段
置
.
意
見
書
を
可
決
，
固
な
ど
に
提
出
.
-
小
浜
市
加
斗
の
蒼
島
で
文
化
庁
調
査
官
ら
が
重
油
漂
着
の
状
況
調
査
.
重
j由
漂着
なく
催物
事平
へ
の
彫
響
な
し
.
-環
境庁
らが
1月
中
旬
に
実
施
の
環
境
調
査
の
中
間
結
果
報
告
.
三
国
町
な
ど
で
微
量
の
発
がん
物質
検出
.
.*
'う
ンテ
ィ7
の
受
け
入
れ
中
止
(
福
井市
).
・三
国
町
が
隆
よ
自
衛
隊
に
感
謝
状.
-
賃
;
由
回
収
作
業
中
に
死
亡
の
遺
族
に
知
恵
感
謝
状
と
見
舞
金
10
0万
円
贈
る
.
-
政
府
関
係
閣
僚
会
絡
で
被
害
:
 
を
受
け
た
各
自
治
体
に
約
20
億
円
の
支
給
を
決
定
.
地
方
自
治
体
の
直
接
の
油
防
除
費
j
 
約
40
億
円
の
半
分
在
国
が
支
:
緩.
補
償
交
渉
を
弁
i
I
士
に
委
任
.
欄
係
府
県
や
県
内
12
市
町
村
に
も
共
同
で
委
任
す
る
よ
う
呼び
かけ
(緬
井県
).
・
共
産
党
福
井
県
委
員
会
.
関
係
市
長
の
搬
員
な
ど
が
運
繍
省
で
政
府
に
申
し
入
れ
.
r交
渉
窓
口
の
一
本
化
は
不
可
能
J.
-
日
げ
の
新
聞
が
「
重
油
撤
去
作
業
費
用
に
対
す
る
補
償
と
し
て
，
数
ヶ
月
以
内
に
保
険
金
の
初
送
金
す
る
こ
と
を
国
際
;
白
濁
補
償
基
金
が
決
定
」
と
報じ
る(
壬
1切
放送
).
線
復
金
の
う
ち
8α)
()
万
円
を
漁
協
や
観
光
関
係
団
体
な
ど
に
災
害
見
舞
金
と
し
て
支
給
す
る
方
針
決
定
(三
国町
).
・
積
掻
金
の
受
付
28
日
で
打
ち
切
り
(福
井新
聞社
).
な ど 補 償 関
2
2
1
 
2. 
22
 
;
 2. 
23
 
;
 2.
 24
 
2. 
25
 
2. 
26
 
発
達
し
た
低
気
圧
が
林
ーツ
ウ
海
を
ゆ
:
低
気
圧
が
発
達
し
な
が
ら
津
軽
発
進
し
た
低
気
圧
が
千
島
の
東
;
日
本
海
か
ら
本
州
の
南
海
上
を
:
前
線
を
伴
っ
た
低
気
圧
が
黄
海
;
気
圧
の
谷
が
日
本
の
東
海
上
へ
っ
く
り
遠
ざ
か
り
，
移
動
性
に
変
わ
i海
峡
か
ら
北
海
道
の
東
に
厳
海
上
に
遠
ざ
か
る
が
，
北
日
本
:
移
動
す
る
高
気
圧
が
日
本
付
近
j
や
締
太
付
近
に
進
み
，
西
か
ら
!
篠
け
，
1
;
気
圧
が
日
本
付
近
を
っ
た
高
気
圧
が
甫
に
傭
り
な
が
ら
本
:
れ
，
中
心
か
ら
延
び
る
寒
冷
前
は
冬
型
の
気
圧
配
置
が
続
<
.
を
置
い
冬
型
が
緩
む
が
，
1
;
気
l
気
圧
の
谷
に
入
る
.
橿
う
.
州
付
近
在
覆
う
.
線
が
午
前
中
に
北
陸
地
方
に
南
大
陸
の
高
気
圧
が
移
動
性
と
な
l
圧
の
西
側
か
ら
南
北
に
延
び
る
:
(下
.
，
り
西
臼
本
に
中
心
を
移
し
，
本
;
気
圧
の
谷
が
近
づ
く
。
:
州
南
部
を
広
〈
覆
う
.
(
南
西
の
ち
北
西
，
強
い
)
(
北
西
の
ち
北
，
や
や
強
い
)
(北
のち
南)
(南
のち
北)
(南
)
(北
西の
ち北
東)
j(
何
の
ち
伽
)
:
 (
伽
の
ち
相
)
:
 (3
mの
ち2
m)
:
 (1
.5
伺)
:
 (2
5m
) 
:
 (
加の
ち
2.
5m
)
注盆
盤主
主
二
~II
T室
~
・
教
賀
市
立
石
岬
な
ど
若
狭
湾
東
部
:
:
 
:
 8
番わ
うの
マン
本ψ
か
ら
筋
状
に
:
重油
源緒
続く
.
2
主主
亙
j
 
i
 
i
 油が
流出
.
9醤
9ン
ウ上
のハ
・ィ
i
海
草
に
付
着
し
た
重
j由
少
量
発
見
.
:
 
J'
ライ
ンが
破損
，演
出
j曲
が
ベ
;
っと
り.
4番
わ
う
で
新
た
な
;
 
i
 亀裂
から
;由
;が
濁出
-
船
首
わ
う
肉
の
残
存
重
油
回
収
で
き
船
首
わ
0肉
の
残
存
重
油
回
収
船
首
わ
P肉
の
残
存
重
油
回
収
:
・
仮
叡
道
路
の
復
旧
工
事
，
夜
:
・船
首
都
9け
肉
付
着
の
残
油
田
:
ず.
,
 
で
き
ず
.
海
岸
で
の
重
油
田
j
 で
き
ず
.
海
岸
で
の
重
油
田
j
 ま
で
に
完
了
.
'
 収
作耳
障再
開.
:
 I
船首
都か
らの
残油
!i
:き
|
・海
岸で
重油
回収
(三
国町
.)
.
収
作
業
も
中
止
(
三
国町
).
収
作
業
も
中
止
(
三
園
町
・
芦
:
・
緬
井
市
自
治
会
連
合
会
が
呼
:
・
第
八
管
区
保
安
本
部
が
海
上
:
 I
取
り
完
了
|
 
・沈
没
船
体
に
新
た
に
亀
裂
の
入
っ
:
原町
).
び
か
け
，
市
民
5
<
別
人
が
鷹
;
 自
衛
隊
へ
の
派
遣
要
筒
解
,
 
I
 
・
たわ
?を
確包
.発
生当
時の
茨出
j
i-
仮鐙
道路
先富
暗部
15m
fJ(
流
(
 巣
・鮎
川海
水浴
場で
一斉
回
j
除
.
海
上
自
衛
隊
艦
艇
す
ベ
j
・22
7キ
D')
1f.
..を
回収
.総
量約
量
は
約
62
40
キロ
リヲ
トル
と発
表(
海上
失
.
復
旧
作
業
も
中
止
.
収
作
業
.
福
井
県
内
9市
町
村
j
て徴
収.
:
 2
83
1キ
ロ')
1f
....
海
上
災
害
防
保安
庁)
.
で
も
回
収
作
業
.
'
 
災
セ
ン
ト
が
作
業
終
了
を
発
表
.
・
重
油
回
収
作
業
な
ど
の
f
イ
ド
ラ
イ
ン
・
沈
没
船
体
に
潜
航
調
査
.
新
を沿
岸
12
市町
村に
配布
(福
井
i
 
i
 
i
 た
な
重
油
漏
出
を
確
m.
残
県)
.
!
:
 
存
宣
油
は
約
1万
初'
)1
f....
 
-
纏
媛
金
か
ら
民
間
万
円
を
災
害
見
舞
金
に
，
1依
)0
万円
を
観
光
・漁
業
の
似
ー
γ
回
復
の
宣
伝
に
充
て
る
こ
と
を
可
決
(三
国町
会)
.
-
国
会
で
運
繍
棺
が
「
平
成
10
年
度
予
算
で
何
ら
か
の
予
算
要
求
.
補
償
交
渉
に
園
が
支
掻
J。
-
還
繍
省
司
匹
敵
調
査
委
員
会
が
三
国
町
内
に
現
地
事
務
所
段
置. ・来
日
中
の
Eシ
7遷
鎗
省
専
門
官
が
遭
繍
省
と
会
合
.
r沖
トカ
』
船
体
の
磁
断
部
の
映
像
を
も
と
に
意
見
交
換
。
-
政
府
が
全
体
の
泊
回
収
費
用
IU
e:
は総
額
17
8億
円
と
発
表. ・
三
国
町
級
会
の
油
流
出
事
故
特
別
委
員
会
が
，
終
息
宣
言
に
向
け
仮
段
道
路
撤
去
や
砂
;
 浜
普
及
策
を
県
に
陳
情
.
.
 
r十
本ト
カ』
号乗
組員
が船
主
に
補
償
金
全
額
支
払
い
求
め
訴
訟.
-日
本軍
事沿
岸の
14
の
国
立
大
;
・緬
弁県
水産
!i
U
章
場
が
三
国
学
高
専
の
関
係
者
約
60
人
が
i
町
安
島
で
動
植
物
の
潜
水
調
共同
研究
子-
J，
.を
結成
.
査
.
宣
油
の
沈
殿
や
生
物
の
・三
園
町
民
ら
が
船
首
を
保
存
太
量
死
な
ど
見
ら
れ
ず
(
県
内
:
 配
念
館
建
訟
を
目
標
に
保
存
15
ヶ
所
で
調
査
予
定
)
.
す
る
会
を
結
成
.
:
・
重
油
.
~
で
延
期
の
献
上
f
ニ
を調
理.
25
日
に
皇
室
へ
.
:
 重
j由
;事
故
伝
え
る
船
首
を
残
:
 そ
う
と
地
元
住
民
ら
署
名
開
:
始.
-
芦
原
町
で
シン
本.
γ
ゥム
開催
.
・
菅
民
主
党
代
表
が
三
国
町
の
現
場
を
視
察
.
知司
E・
県沼
会
路
長
ら
が
要
望
や
支
媛
求
め
る.
-
風
評
被
害
対
策
，
再
発
防
止
な
ど
を
求
め
る
要
望
書
を
三
国
町
穏
会
に
要
鍾
(
三
園
町
3漁
協)
.
福
井
県
環
筑
審
厳
会
で
大
規
i
 機
災
害
時
の
対
策
を
追
加
.
:
 環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
級
:
 告
.
大
気
・油
分
と
も
に
基
準
値
を
下
回
る
.
・美
浜
町
で
f
うン
子a
の
受
け
入
れ
24
日
か
ら
中
止
.
三
国
町
:
 で
は
続
行
。
福
井
市
自
治
会
連
合
会
が
重
油
汚
染
事
故
の
今
後
の
対
応
な
ど
を
知
事
に
要
望
.
-三
国
町
漂
着
現
渇
付
近
で
の
文
気
中
の
有
害
物
質
温
度
は
，
大
都
市
よ
り
も
お
お
む
ね
低
い
と
の
調
査
結
果
発
表
(
厚
生
省
入
係 そ の 他
『 斗斗
川?
uq
』 hw
Mm
刊号
訴岳
併存
淑除
HU
M-
vm
bν
泊耳
、)
叫印
雰
こ 4
f
合
困
対
を
l
a
+
T
1
洋
備
聞
は
町
市
川
側
双
外
配
す
到
油
率
制
と
咋
'
の
示
一
以
重
出
1 人 T が
船
を
知
収
鍛
岸
理
ま
事
収
え
一一
古川
、九
附叫
ん一
一明
一刷
伸一
-U れ
川
県
川
市
交
・
求
会
な
精
-h
u
さ
肘
吋
井
県
償
催
鯖
県
能
裏
目 -
H 出
似
福
井
補
開
定
弁
可
に
5 一
一
日
出
mM
MU
別
措
市
と
会
瞥
福
応
圏
内
。
-
一
一
事
'
力
一
重
億
予
ゎ
同
]
制
問
ね
引
ω 初
日
)
1
一
一
却
♂
一
肱
mam 認知 mfm
ms
則明
川町
伺柏
駅
一
一
ω
Z 一日
劇ぽ
州側
鵬凶
繍制
院制
・
2 込一一
腕仙
叫ん
即日
一一
補…
制は
処噌
一畑
一柑
一間
被四
似・
開
2m 釧…日
制
一
一
訴
訟
。
一
肌
婦
問
制
御
刺
繍
銭
僻
鵬
他
鮒
Mm 弘法
酢
i一
一
首
筒
井
収
へ
一
井
汚
側
資
総
泊
客
境
敵
光
場
の
か
鈎
油
作
川
の
三
足
3 一
一
一
船
前
絹
固
化
一
信
油
4 備
せ
直
災
環
金
観
漁
そ
回
目
貫
制
石
と
「
発
一
悦
器
官
一
mm 抑制 M 制御
錦繍
札抑
剖 LHm 末
れ
は
・
一
1- ま
・費
門家
創刊
県死
災
一
本
つ
後
世
章
一
岸
弘
末
円
経
億
た
集
井
に
労
一禁
問問
肌ヨ
一附
倒閣
M おお
川
お
一
害
作
の
業
の
・
約
一
県
除
'M 害
と
が
生
め
作
遺
-災
収場
作
7 針
期
一
と
防
は
で
被
る
害
綬
圏
、
九
収
の
一
町
回
岩
の
中
川
方
定
一
県
泊
費
み
評
め
被
高
針
会
因
性
一
回
の
・
浜
う
る
で
一
弁
の
経
込
風
含
入
鴻
立
方
員
油
男
一
三
後
園
田
砂
市
す
民
一
福
村
急
見
や
を
県
重
県
の
委
隻
た
締
盟
国
近
・
一
沈
上
収
一
紳
ど
m-
MU
ら
ま
一
・
宮
崎
回
一
郵
な
刷
一
回
か
ま
一
員
駅
油
一
京
物
白
一
白
隆
の
一
動
針
重
一
が
産
・
島
一
回
・
ず
一
を
崎
で
一
所
海
く
半
一
一
が
か
一
隻
UU 市
一
緒
抽
明
皇
盟
る
つ
一
同
油
、
九
島
・
一
会
民
点
一
出
大
一
世
残
手
一
艇
に
部
品
帽
開
一
エ
釦
地
一
湧
町
一
ゴ
が
ず
一
船
点
本
県
再
一
商
銭
・
没
一
泊
飯
一
川
一
油
れ
一
領
地
安
川
象
一
貨
で
布
沈
-
重
大
一
川
一
重
寄
一
巡
没
保
石
作
一
敏
戸
配
海
一
弁
の
向
井
で
・
一
ド
部
比
帰
一
福
部
前
福
ま
る
一鎗
本州
ω 一
軽
ど
の
末
え
一
を
策
以
止
一
-
丸
山
即
4 け
月
超
一
機
対
制
中
一
応
町
UU 向幻
同
一
一
規
地
理
を
一
に
国
営
一
不
時
釦
噌
-
の
環
-
刊
哨
一
望
三
り
指
M 融 1一
部
の
わ
同
一
要
が
取
を
iM 急
札
一
本
港
ve
. ハ
一
の
率
の
討
者
緊
洲
一
策
浜
・
線
、
川
一
元
知
石
検
業
の
ω一
対
小
去
岸
市
一
地
県
玉
き
簡
県
で
一一
山市
ま開
全
i の
い
船
焼
福
一
・
償
色
を
業
け
れは M' 収側
付本
一吐
血一
一隅
補委
付間
拘
一回
…三
円札
制一
刈
-UM
JW
一一
辺司
一四
川柳
開銀
紅一
一の
町一
と町
一回
済隊
桁半
在で
県ち
外一
山町
を媛
お巨
一地 E る
一
度
収
衡
神
点
地
J 弁
う
内
一
富
市
人
擁
環
サ
録
一各町
一れ制
献す品
一唱剛
Y が各
り舗
の県
7U 理が ・館一
了配
一
肉 1F 一入
済・
一の
l
H
「'
油
f ・
あ
油
め
一
-
コ
岸
代
聞
り
僚
が
い
を
一県
市一
が収
町一
そに
町一
H 川町
一で
市一
旗霊
た入
一司
沿で
新切
県会
合番
一弁
昇一
人回
飯一
'的
里行
浜一
場浜
一海
収の
県一
井内
係井
ち井
組し
一
一一
市福
一き
ぽ太
一り
体三
一わ
釜山
富企
た回
却弁
一福
県閉
経打
福者
箔惇
E 部
会
な
は
一
本
員
飽
れ
策
委
実
刷
対
針
査
何
、
地
検
aHM 現
で
息
"
庁
・
町
生
F 安
す
国
官帯
保わ
三水
省
，
、
潜
自
よ
交
カ
3 定日
海
疑
庁
、
決
河
'
貫
境
MM を肋
察
で
環
好
ど
意事
凧・
湯島
層状
況一
[
福
井
県
内
の
霊
油
回
収
量
]
教
賀
市
41
44
初
'h
f，l.
美
浜
町
35
02
初
'h
f，l.
三
国
町
24
86
初
'h
f，l
. rま
か
総
回
収
量
16
38
3初
')
， f
，l.
[
福
井
県
内
の
回
収
作
業
人
数
]
三
巴
町
41
41
9人
領
井
市
25
87
8人
美
浜
町
22
78
8人
教
賀
市
19
35
8人
ほ
か
合
計
14
56
93
人
[
福
井
県
内
で
保
穫
の
海
鳥
]
生
体
72
羽
死
体
98
羽
:
 [
水
鳥
保
i
I
の
た
め
の
緩
慢
金
]
70
64
35
4円
(5
日現
在)
3.
3 
:
 3.
2 
3.
1 
2.
28
 
2.
27
 
軍
泊
固
板
状
況
な
ど
繍 個E 関 係 の 他そ
3.
 12
 
3.
11
 
3.
7 
3.
6 
宣
油
源
流
・
漂
婚
状
況
国 側ヰ お
ボ
-
災
害
対
策
特
別
委
員
会
初
会
合
.
繍
償
，船
首
撤
去
な
ど
審
搬
(福
井
県
).
-
福
井
県
知
事
が
穫
上
自
衛
隊
に
感謝
状.
-関
係
10
府
県
か
ら
な
る
関
係
:
・
三
方
町
食
見
に
「
守
ト
ン
1\'
-?
J
 
府
県
桜
会
連
絡
会
臓
が
，
首
;
 建
段
構
想
を
発
表
.
水
鳥
の
相
・
関
係
省
庁
に
要
望
洗
浄
・治
療
態
努
も
楚
備
・
知
事
が
油
回
収
作
業
の
終
息
:
 (
福
井
県
).
宣
言
時
期
の
検
討
を
指
示
(
福
弁県
).
・
金
沢
市
災
害
対
策
本
部
解
散
.
・
福
井
県
の
特
別
融
資
に
も
れ
た
人
を
対
象
に
町
独
自
の
融
資制
度を
開1
9:
(三
国町
).
.2
回
目
の
水
質
底
質
調
査
開
始(
福井
県，
-1
8日
).
-
三
国
町
が
東
京
で
海
産
物
無
料
配
布
と
鍾
前
海
岸
の
写
真
展開
く.
-
重
油
回
収
現
場
視
棋
の
専
門
家
が
，
~
網
代
わ
り
に
使
用
さ
れ
る
有
後
溶
媒
の
危
険
性
な
ど
を
指
嫡
.
.
_
泊
流
出
事
故
対
策
費
な
ど
を
含
;
・
全
国
経
済
同
友
会
セ
ミ
ト
で
重
む
予
算
裏
可
決
.
災
害
対
策
特
別
;
油
汚
量
産
事
故
に
対
し
回
の
危
餐
員
会
委
員
16
人
を
選
出
(
緬
井
県
:
後
管
理
確
立
を
求
め
る
要
望
.会
).
:
 書
提
出
を
決
め
る
.
-線
復金
lま
5日
現
在
で
約
34
73
万
:
 
円.
(福
井市
級会
)
・
宣
油
対
策
費
な
ど
可
決
(
小
浜
市
機
:
会)
.
主 な 動 き
3
1
7
,
 
3.
18
 
・
三
国
町
浜
地
.
わ
わ
ト
ピ
→
:
 
砂
浜
に
豆
粒
大
の
重
油
塊
.
-循
弁
市
11
，鷹
巣
園
児
地
区
の
住
民
に
よ
る
一
斉
ご
み
回
;
 
収作
業.
.1
6日
ま
で
に
倣
出
さ
れ
た
回
収重
油!
ま1
510
8キロ
'J7
f.l
o，
鍛1
•
 
1
 出
率
91
.1
首(
福井
県
).
-還
繍
省
軍
故
調
査
委
員
会
の
:
・
全
漁
連
が
2月
末
ま
で
の
重
油
;E
El
・
還
繍
省
が
風
野
被
害
対
策
の
た
船
首
都
分
潜
水
調
査
は
荒
天
j
 回
収費
約
23億
円を
国際
油
:1
運
繍
省
事
敵
絹
査
委
員
会
1: 
め
，
r観
光
需
要
連
絡
協
蟻
会
J
のた
め中
止.
,
 
濁補
償基
金に
精求
.
:1
が
船
首
都
分
に
潜
水間
査
1: 
発足
，
初会
合.
・三
国町
で
f
ラン
テi
1不
足
が
深
1
・
緬
弁
県
商
工
会
連
合
会
が
国
1・
':
 
.f
ラン
fi
1現
地事
務所
閉鎖
(教
刻化
.
,
 
際
j由
濁
補
償
基
金
の
鑑
定
人
:
 外
領
探
取
，写
真
微
量2
など
.
,
 
賀市
).
を
紹
き
，
領
害
補
償
制
度
の
:
 4月
末に
も中
間報
告.
:
 .
 r漁
業
被
害
対
策
本
部
J
福
井
!
 説明
会(
県内
9会
場
で
順
次
重
油
対
策
費
約
2億
円
が
補
正
j
県
内
22
漁
協
に
被
害
指
求
鋭
明
開催
).
:
 予
算
案
に
追
加
よ
程
，
可
決
;
・福
弁
弁
護
士
会
が
重
j由
禍
声
明
・県
緩
会
が
重
j由
対
策
費
48
億
:
 (
三
国
町
機
会
)
.
:
 文
を
科
学
銭
術
庁
・環
境
庁
に
円な
ど可
決
(福
井県
).
:
 福
井
県
観
光
連
盟
が
大
阪
・名
j
に送
付.
古
屋
市
で
観
光
村
川
.ー
ン
水
鳥
救
護
穣
媛
金
約
90
0万
円
:
 の
使
途
決
ま
る
.
,
 
3.
19
 
3.
16
 
3
1
4
,
 
3.
15
 
船
首
周
辺
の
消
波
7・
ロリ
洗浄
i
へ
鍛
出
準
備
開
始
(
三
国
町
)
-三
国
町
安
島
の
岩
場
で
処
理
:
 
剣
を
使
い
洗
浄
実
験
(
海
上
災
;
害防
止セ
ント
).
・
観
光
・
漁
業
関
連
17
団体
がイ
メ:
ーグ
7ヲ
J'
を
ほ
か
り
「
量
子
き
で
;
す
福
井
J
県
民
運
動
実
行
委
:
 
員
会
を
段
立
，
初
会
合
.
'
 
「
民
主
団
地
党
重
油
事
故
連
絡
会
駿
J
が
福
井
県
に
住
民
;
 
税
な
ど
生
活
救
済
策
を
要
締
.
,
 
3.
13
 
油
湾
錆
・
回
眠
状
況
国
際
j由
濁
補
償
基
金
事
務
局
長
が
，
編
弁
・石
川
県
を
視
察
.
代
理
人
と
会厳
.
r一
部
の
領
害
賠
償
lま
2週
間
後
に
始
め
た
い
」
と
前
向
き
発
言. ・要
望
を
受
け
，
自
民
党
司
匹
敵
対
策
緊
急
本
部
小
委
員
会
で
油
回
収
費
被
害
IJJ
.ト
など
作成
.
こ
れ
を
基
に
:
財
政
支
媛
指
置
を
検
討
.
主 な 動 き
『 斗斗
け一
'当
』 叩 M 同 日 E 泊 所
圧倒
舜滞
陣す
れ
U 岱
サ
辺
亙
S 叫回
総
3
2
1
 
,
 
3.
22
 
,
 
3. 
23
 
,
 
3.
24
 
,
 
3
.
2
5
ι
3
.
2
6
 
船
首
周
辺
の
消
波
丁
目
け
洗
浄
;
j-
回
収
重
油
の
処
理
進
ま
ず
.
福
井
県
の
重
i由
回
収
総
量
は
主
主
盟
主
1主
主i
;
 主
主
皇
室
盆
重
へ
鮫
出
準
備
開
始
(
三
国
町
)
福
井
・
石
川
l新
潟
県
，
京
都
府
;
県
内
の
海
で
回
収
・
港
に
隆
燭
:
幅
20
-1
5伽
長
さ
96
0m
の
i由
1日
に
2十
3-
15
初'
)7
，.
1-
湾出
と
・
三
国
町
安
島
の
岩
場
で
処
理
で
E十
44
<
四
本
の
回
収
重
油
入
:
げ
し
た
回
収
量
を
含
め
24
日
:
 の
帯
が
東
北
東
の
方
向
に
の
:
 推
定.
剤
を
使
い
洗
浄
実
験
(
海
上
災
りド
ラム
缶が
放置
。
現
在
で
17
83
5.
9初'
)1，
，1.
.
:
 ぴ
る.
，
砂
浜
の
砂
を
重
機
で
押
し
だ
害
防
止
tン
ト
)
.
・
石
川
県
加
賀
市
海
岸
な
ど
で
:
 ・
県
内
外
に
縦
出
さ
れ
た
回
収
し
，
海
水
で
洗
浄
開
始
(
三
国
;由
:粒
の回
収作
業績
<
.
 
重
油
lま
15
63
7.
2初
'Jヲ
トル
，鍛
町)
.
;
 出
率
は
87
.7
首(
福井
県)
.
・芦
原
町
，
芦
原
温
泉
観
光
健
会
が
量
:
・
約
2億
円
の
纏
鍾
金
の
う
ち
:
・
縁
取
し
た
船
首
都
外
板
厚
・被
害の
f終
息
宣
言
」
に
向
1
・
重
油
回
収
経
費
2億
90
∞
万
円
:
・9
府
県
の
経
済
同
友
会
が
日
本
遭
繍
省
『
休
同
号
船
尾
部
残
存
油
回
収
の
兵
庫
県
の
3高
校
に
米
な
5∞
0万
円
を
漁
簡
な
ど
町
内
:
 建
造
時
の
半
分
に
.
沈
没
船
:
 け
各
自
治
体
が
動
き
.
を
可
決
.
海
底
の
潜
水
調
査
海
沿
岸
の
危
機
管
理
体
制
の
;
 油
対
策
検
討
委
員
会
」
が
会
合
.
ど
を
贈
る
.
18
団
体
に
見
舞
金
と
し
て
配
:
 体
の映
像を
績I
t.
r破
断
箇
:
福
井
県
芦
原
町
美
浜
町
4月
実
施
に
向
け
準
備
(
敦
賀
:
 確
立
を
政
府
関
係
機
関
に
要
;
 当
面
は
放
置
.
湾
出
油
を
定
期
分.
日間
万円
を観
光キ
ャン
ヘ・
j
所
の
も
ぎ
取
っ
た
よ
う
な
跡
(
 盤
重
笠
r3
月
末
に
終
息
宣
言
j
市)
.
:
 望
.
,
 
的
に
監
視
.
ーン
に(
三国
町)
.
か
ら
，
大
;
庄
で
船
底
部
に
亀
:
 予
定
J
・
運
繍
省
が
回
収
賓
の
半
分
を
:
・
回
収
作
業
の
「
終
息
宣
言
J
:
 裂
，
上
か
ら
の
大
波
で
破
断
:
 鍾
差
~
r
3
月
末
の
:
 補
助
す
る
「
災
害
応
急
対
策
4月
下
旬
に
出
す
方
針
固
め
;
 
の
可
能
性
高
い
」
さ
ら
に
詳
:
 徹
子
を
見
て
決
定
J
交
付
金
」
の
19
96
年
度
交
付
;
 る
.
知
事
が
検
討
を
指
示
(
福
:
し
く
解
析
(
運
繍
省
事
敵
踊
査
i
三里
!r
.
r3
月末
で市
うン
ティ
7
金
額
は
，
福
井
県
約
7億
18
17
:
 井
県)
.
委員
会)
.
受
け
入
れ
打
ち
切
り
J
万
，
県
内
日
本
海
沿
岸
12
市
:
・環
境
保
全
対
策
プ
ロ
グ
IH
f-
k
:
 
:
 石
川
県
餓
島
市
「
終
息
宣
言
J
町
村
分
合
計
約
4億
38
18
万
;
 が
.
2月
に
実
施
し
た
芦
原
町
:
塗
遡
宣
r4
月
末
ま
で
に
区
切
j
円.
か
ら
高
浜
町
ま
で
の
30
地
点
り
を
J
で
の
水
質
と
底
質
調
査
結
果
l
金
沢
市
羽
昨
市
小
松
市
「
災
を
ま
と
め
る
.
特
に
異
常
な
害
対
策
本
部
解
散
J
し(
福井
県)
.
亙
JII
!o'-
JI<l
7宣
監
r3
月
末
災
:
 
:
 -2
，3
月
の
磁
根
資
源
維
持
調
査
j
害
対
策
本
部
解
散
J
で
合
意
結
果
を
ま
と
め
る
.
県
内
20
兵
庫
県
豊
岡
市
竹
野
町
ι香
地点
でウ
ニ・
判'
工な
ど調
査.
笠
IIT.
盆
皇
里
r3
月
末
に
回
数
に
変
化
な
し
.
岩
Jリ
lま
商
復
宣
言
」
で
合
意
品
価
値
な
し
(
福
井
県
水
産
~
:
.
~
里
「
終
息
宣
言
で
き
ず
J
験場
).
:
 監
温
皇
1宣
里
笠
『
災
害
対
策
;
本
部
解
散
」
3.
20
 
-
三
国
町
民
総
ぐ
る
み
で
砂
浜
の
;
自
給
回
収
作
業
.
各
地
区
が
交
代
で
休
日
に
回
収
作
業
を
行
う
予
定
.
油
回
収
状
況
な
ど
主 な 動 き
i
l ]O 吋 ll
4.
2 
,
 
4.
1 
・
芦
原
町
で
「
終
息
宣
言
J.
福
災
害
対
策
本
部
に
か
わ
り
，
井
市
.
小
浜
市
で
は
災
害
対
策
l
事
故
処
理
本
部
が
普
及
活
動
本
部
を
廃
止
。
:
な
ど
引
き
継
ぐ
(
福
弁
市
)
.
-r.綴
金
活
用
策
検
討
委
員
:
・
事
故
復
旧
対
策
会
信
段
置
(
小
会
」
初
会
合
.
醸
媛
金
Iま
31
浜市
).
日
現
在
で
約
8億
31
60
万
円
(福
井県
).
・福
井・
石
・
富
山
・
新
潟
4県
と
:
 
県
内
12
市
町
村
が
国
際
i由
濁
:
 
補
償
基
金
に
第
1次
分
と
し
て
:
1，
2月
の
貫
j由
回
収
費
用
を
補
1
1)
(摘
求.
(4
県
合
計
約
20
億
市
町
村
合
計
約
3億
ω0
万円
)
-*
'ラ
ンテ
ィ7
受
け
入
れ
終
了
(
三
国町
).
三国
町『
ラン
ティ
7本
:
 
都が
解散
.
r互
i賀
会
J開
<.
:
 
;
・福
井
・
石
川
県
で
の
大
気
調
査
:
:
 結
果
，
汚
染
は
極
め
て
軽
微
;
 
(環
境庁
)。
・
回
収
作
業
中
に
死
亡
の
男
性
:
 
(
経
前
町
)
に
労
災
m
定.
,
 
3.
31
 
3
2
9
,
 
3.
30
 
・
芦
原
町
で
録
後
の
一
斉
回
収
.
;
・
福
井
県
連
合
青
年
図
が
重
油
被
害
に
対
す
る
子
ド
IJ
T{
-~
)←
ト
:
開催
(三
国町
).
3.
28
 
小
浜
市
で
重
油
回
収
作
業
.
・
福
弁
県
内
『
市
町
村
連
絡
会
組
J
が
会
合
，
知
事
に
復
旧
対
策
な
ど
:
要
望
書
提
出
を
決
め
る
(2
8回
復
:
 
出
)
.
合
同
終
息
宣
言
l立
見送
り.
-
福
井
，
石
川
，
富
山
，
新
潟
の
4県
が
2:
月
末
ま
で
の
重
油
回
収
費
用
な
ど
;
を
国
際
j由
濁
補
償
基
金
な
ど
に
ー
指
t青
求
を
決
め
る
.
・三
方
海
中
公
園
地
区
で
海
洋
生
物
へ
の
影
響
な
ど
を
潜
水
調
査
(
三
方
;
町)
.
3.
27
 
鴻 収回 主 な 動 き
湯 本 書 小 市
4. 
3
 
4
.
 10
 
4. 
17
 
4. 
24
 
5. 
1
 
5. 
8
 
4.
12
 
・船
首つ
り上
げ用
チェ
ーン
1
 
・
船
首
の
残
骸
回
収
|
 
取り
付け
終
7・
1
 
終
7・
船首
腕作
業開
始|
i
4
1
8
 
4
2
0
 
j
 
1
5
2
 
5
6
 
:
船
首
つ
り
上
げ
「
一
一
一
一
一
-
，
:
 
:・
船首
.福
井港
在出
港.
・船
首，
広島
県呉
港に
・
仮
段
通
路
撤
去
の
た
め
の
:
用
の
起
重
機
船
l
船
嘗
撤
去
I
 :
 
:
 広
島
県
呉
市
へ
曳
航
.
到着
.
調
査
開
始
(
海
上
災
害
防
止
;福
井戸
陸に
到着
.
L.
.一
一一
一一
..
J
:
 
4
.2
7
:
 
5.
8 
セン
ト)
.
:
 1~
ト
設
置
.
船
首
を
福
井
戸
普
に
曳
航
，
石
川
県
18
市
町
で
1
 
・
船
首
の
運
験
省
事
赦
4.
8 
:
 
:
 
・
雄
島
漁
協
と
海
よ
保
安
本
海
岸
一
斉
清
掃
.
,
 
調
査
委
員
会
に
よ
る
・
仮
段
道
路
撤
去
に
:
 
却
が
流
出
油
脱
を
回
収
.
調
査
始
ま
る
(-
9日
).
向
け
，
事
前
調
査
4.
16
・
・
全
国
か
ら
約
75
0人
の
r
:
 
(
海
上
災
害
防
止
・
砂
浜
の
砂
を
海
に
押
し
イJ
\'-
fJ(
I;
由
回
収
作
業
tン
ト
，
-
5
/
1
0
)
.
 
出
し
，
洗
浄
(
福
井
市
(鑓
前町
).
鷹
巣
海
岸
)
，
兵
庫
県
香
住
町
な
ど
で
回
収
作
業
続
<.
 
4.
5 
4
.
 10
 
4.
 15
 
:
 
4.
23
: 
4.
2
8
:
 
5.
6
・
5.
14
.
_
油
回
収
lま
l王
終了
，
・
災
害
対
策
本
部
解
散
，
災
害
対
策
本
部
廃
止
.
・海
水浴
渇浄
化，
・
災
害
対
策
本
部
解
散
(
石川
県)
，
運
繍
省
司
E故
調
査
委
員
会
が
・
健
廼
村
が
仮
設
道
路
“回
復宣
言.
(兵
庫県
).
r泊
事
故
監
視
連
絡
会
J
r事
故
復
旧
対
策
会
磁
」
水
質
調
査
な
ど
に
4.
30
 !
 
事
故
原
因
の
中
間
報
告
.
の
岩
石
引
き
取
り
を
を
11
日
叡
置
(
大
飯
町
)
.
を
16
日
段
置
(
教
賀
市
)
.
 
約
8反
)(
)万
円割
り
・
災
害
対
策
本
部
解
散
，
r被
害
・
大
飯
原
発
行
..7
1ン
1撤
去
始
ま
る
.
要望
.
4.
11
 
4.
16
: 
当
て
決
め
る
(
福
井
回
復
推
進
会
厳
」
段
置
(
福
井
県
)
.
:
5.
12
 
-
大
飯
原
発
が
現
地
対
策
・4
月
末
に
災
害
対
策
本
部
解
散
布
)
，
災
害
対
策
本
郷
解
散
.
終
息
宣
言
1
 
・
雄
島
漁
協
が
「
仮
位
進
路
本部
解散
.
の
方
針
決
め
る
(
福
井
県
)
.
:
 
せ
ず
1日
「
復
旧
対
策
連
絡
会
路
J
:
 
撤
去
せ
ず
Jリ
養殖
場!
こ
J
.J
i浜
原先
が
tイ
初心
~
:
 
・積
織金
残額
で「
災害
事う
ンテ
ィ
7
鮫置
(三
国町
).
:
 
と
海
上
災
害
防
止
む
ト
に
撤
去
始
め
る
.
'
 
基
金
J
段立
決め
る(
鳥取
県)
，
量豊
前町
，鑓
彊村
.河
野村
.J
i浜
町
:
 
要望
.
・
儀
慢
金
残
額
で
「
環
境
:
 
4.
22
 
:
 
も
災
害
対
簸
本
部
解
散
.
災害
ポラ
ン1
0基
金
J
訟
j
 
災
害
対
策
賓
と
し
て
85
30
敏賀
・美
浜.
Ji
浜原
発と
北陸
電
立
を
決
め
る
(
石
川
県
)
.
:
 
万
円
予
算
措
置
(
緬
弁
市
)
.
力
の
現
地
対
策
本
部
を
解
散
.
4. 
4
 
4. 
9
 :
 
4. 
16
・
:
4.
30
: 
:
 
・
漁
集
被
害
対
策
と
し
て
・
国
際
鴻
濁
繍
償
基
金
の
海
事
鑑
定
・国
際
j由
濁
基
金
が
鋪
結
国
;
 
・
国
際
油
濁
補
償
基
金
が
.
興
事
業
約
28
億
円
人
に
よ
る
福
井
県
内
自
治
体
へ
の
企
業
か
ら
追
徴
，
補
償
に
・
海
上
災
害
防
止
セ
ン
ト
に
(水
産庁
).
聞
き
取
り
開
査
始
ま
る
.
12
2億
円
確
保
を
決
定
.
4.
23
 
:
 
補
償
金
の
一
部
5億
ω
∞
4.
10
 
4.
15
 
:
 
・
被
害
・
対
策
経
費
一
覧
を
万
円
を
仮
支
払
い
.
宣
泊
補
償
げ
1)ン
ゲ
.
観
光
業
者
ら
対
象
に
繍
償
精
求
作
成
(
自
民
党
被
害
対
策
i
 
3月
分
油
回
収
資
な
ど
受
付
開
始
.
5月
に
国
際
油
濁
推
進
小
委
員
会
)
.
メ
ニ
r
追
加
摘
求
(
福
井
県
)
.
補
償
基
金
に
復
出
(
福
井
県
高
の
確
忽
と
意
見
聴
取
.
.
;
由
の
緊
急
回
収
，
風
評
工
会
連
合
会
)
.
:
 4.
25
 
被
害
対
策
漁
業
銀
興
:
・
1-
3月
の
回
収
費
と
し
て
「
油
;
 
な
ど
漁
業
者
ら
を
支
媛
,
 
,
 
流
出
災
害
応
急
対
策
交
付
金
J
(福
井県
)，
:
 
:
 福
井
県
に
約
5億
2鉛
O万
円
5.1
-
関
西
電
力
も
重
j由
防
除
:
 県
内
市
町
村
に
約
2億
91
00
・回
収
作
業
中
死
亡
の
男
性
(
石
川
県
)
費
を
国
際
油
濁
補
償
基
:
 万
円
が
固
か
ら
交
付
.
に
公
務
災
害
限
定
.
金
に
精
求
o
,
 
:
 
・
水
質
・
底
質
調
査
(2
/1
4-
27
)
:
 
:
 
:
 
4.
 26
 
・
:
 
5.
13
 
の
中
間
銀
告
ま
と
ま
る
.
1
 
1
 
1
 
・ワ
似の
!i
t験
探取
(三
国町
).
!
 
'
 
・海
岸
の
生
物
の
被
害
調
査
4
.
2
7
:
 
:
 
結
果
検
討
委
員
会
開
催
.
.4
0ケ
所
で
の
潜
水
調
査
終
了
.
:
 
r石
川・
京書
官・
兵庫
の
3海
海
底
生
物
に
彫
響
な
し
(
束
郡
i
 
中
公
置
で
は
影
響
軽
徴
。
:
三
I~l
*'
ラン
子ィ
7本
部
が
:
 
:
 
4.
20
 
:
 
府立
海洋
セン
ト)
，
:
 
:
 
福
井
ー
兵
庫
の
7地
点
で
名称
改め
残務
盛理
.
j
 
;
 
ー風
評被
害
対
策
と
し
て
:
 
4.
29
 
i
 
i
 
貝が
死ぬ
など
影響
大」
雄
島
で
r1
ドヘ
'ン
子ヤ
ー
:
 4.
25
 
・
回
収
作
業
者
の
健
康
把
握
。ヲ
キン
ゲ」
開催
.
，
・
船
首
保
存
へ
6(削
人
に
沿
岸
7ケ
所
で
無
料
鍵
鯵
:
 5.
9 
4.
6 
:
 
4.
16
: 
:
 分
の
署
名
を
三
国
町
(敦
賀
市)
.
:
・大
阪
の
「
旅
7エ
l'
97
 J
 
・三
国町
で朝
市復
活.
，
松
島
水
族
館
の
イ
"
が
・
越
廼
村
で
重
油
被
害
回
復
j
 に
提出
.
.
 rみ
く
に
祈
願
大
祭
」
開
催
.
で
イ
メ
ー
γ
回
復
PR.
:
疎
開
先
か
ら
帰
郷
開
始
.
祈
願
祭
.
r神
楽
舞
J
奉納
，
'
 
5.
15
 
5.
13
 
:
 
・
船
首
，
広
島
県
安
芸
郡
江
田
島
へ
回
航
.
解
体
処
理
へ
.
5.
12
 
-
船
首
調
査
終
了
(日
シ7
側)
.
5.
 29
 
6. 
5
 
6.
 12
 
6.
 19
 
6. 
26
 
5.
 27
 
:
 
6. 
2
 
:
 '<h
ン
の
皮
油
で
6
9
 
:
 
6.
13
 
:
 6.
20
 
:
・砂
利
を
15
cm
盛
る
(
館
前
町
・
新
潟
県
西
山
町
で
海
岸
約
5k.
.
・波
で
自
然
洗
浄
し
た
l
重
油
然
き
取
り
・
仮
般
道
路
撤
去
本
格
化
.
'
・
敏
賀
市
東
浦
地
区
4海
水
浴
l
 米
ノ
海
水
浴
場
)
.
 
311
諮
問
r-
間以
刊(
河野
村)
・1
221
…
12
2L
27
Pて
!R
怒る
し作
業開
始.
開問
三
出
し
，
源
婚
し
た
可
能
性
あ
り
.
海岸
).
:
 
6. 
14
 
6. 
17
 
:
 
6.
 24
 
:
 
'I~
I王
毎日
. 沈
没
船
体
6.
10
 
:
消
波
プ
日
け
を
・
海
上
か
ら
鎗
て
石
・河
野村
3海
水
浴
に
巡
視
船
な
ど
派
遣
。
・
仮
訟
道
路
撤
去
準
備
?L
r-
ン船
から
の
微
送
始
ま
る
.
場
に
砂
を
補
充
.
油
湧
出
状
況
を
監
視
.
と
し
て
料
品
J1;
'7
.，
水
台船
へ.
:
 6.
20
 
:
 
油
の
海
上
鉱
散
続
〈
中
J{
"-
害
程
る
.
，
陸
上
か
ら
捨
て
石
の
纏
選
始
ま
る
.
:
(海
上保
安本
部)
.
5.
21
 
:
 
・
災
害
対
策
解
散
し
6.
 
3
:
 
6.
 11 
:
 
:
 
6. 
23
 
,
 
r被
害
回
復
会
槍
」
初
会
合
.
r銭
息
宣
言
J
出
・
防
災
計
画
改
訂
を
決
定
.
宣
油
・
福
井
県
穫
後
金
活
用
検
討
委
員
会
が
;
 
・
福
井
県
桜
会
で
知
事
が
仮I
!t
道路
撤去
など
の取
り
す
方
針
{
京
郵
府
)
.
 
流
出
事
故
を
う
け
，
固
に
よ
る
災害
車ラ
ンT
ィ7
支
慢
の
基
金
制
段
な
ど
:
 
r補
償
の
不
足
究
繍
を
組
み
に
つ
い
て
報
告
.
'
 
事
故
の
際
の
調
聾
樋
能
強
化
を
活
用
策
を
ま
と
め
，
県に
車種
告。
:
留
に
要
鯖
. J
5
.
1
8
:
 
:
 
図る
.
:
 
6. 
12
 
6. 
18
 
:
 
:
 
6. 
27
 
・
福
井
エ
.
妓
術
t;"
ーが
:
:
 6.
30
 
:
 
・
緬
井
県
被
害
回
復
推
進
会
厳
・
運
繍
省
が
流
出
油
防
除
対
策
固
め
1 ・
環
境
庁
が
水
治
場
の
福
井
県
の
依
頼
で
実
厳
:
・・
1 -
4
月
の
観
光
客
2割
減，
・首
相
が
ず
ン
1\'
寸ミ
ヲト
で油
で
緩
慢
金
約
7億
筑
間
万
円
の
る
.
日
本
海
側
を
貫
点
的
に
外
洋
;
水
質
調
査
.
日
本
海
側
『砂
中の
重油
が高
温
j
 
l
 回
収
宣
泊
12∞
キロ
リヲ
ト晶
によ
る汚
量産
の防
止，
事
配分
額な
どを
決定
.
防
除
体
制
強
化
.
回
収
益
置
，
回
jω
ヶ
所
で
油
流
出
事
故
の
で
筆
画
に
し
み
出
す
苛
1
1
 禾
倣
出
と
の
報
告
(
橿
弁
書
量
先
生
時
の
舗
力
体
制
盛
6.
10
 
:
 
8.
13
 
限
兼
用
船
の
墜
備
な
ど
検
討
.
'
の
彫
響
残
る
.
能
性
低
い
J
:
:
 県
.
会
災
害
対
策
特
別
備
な
ど
tu
~す
る
方
針
を
・国
土庁
・
97
防
災
自
.
で
・
海
水
浴
客
の
「
苦
情
処
理
・
園
の
『
流
出
防
除
体
制
検
討
;
 
餐員
会)
.
固め
る.
油
流
出
恵
故
災
害
へ
の
窓
口
J
I!
t置
決め
る(
福
委
員
会
J
で
中
間
銀
告
.
対
応
強
化
な
ど
を
指
傭
.
井
県
沿
岸
市
町
村
)
6.
11
 
・
小
浜
市
が
泊
事
故
災
害
対
策
費
.
 
とし
て'
直後
金約
25
50
万
円
を
予算
に組
み入
れ.
.
'
 
:
 
5.
20
 
:
・
6.
4
:
 
6.
11
 
・
『
徳
井
県
漁
連
情
求
の
霊
油
回
収
費
・
・
仮
俊
道
路
織
去
費
用
も
・
石
川
県
と
県
内
14
市
町
が
3月
末
:
 
[
福
井
県
内
各
自
治
体
の
繍
償
筒
求
額
]
(1
-3
月分
)
の
7割
由
匂
月
上
旬
に
国
際
油
濁
補
償
:
 
国
債
油
濁
補
償
基
金
に
ま
で
の
重
油
対
策
費
約
7億
87
∞
・
福
井
県
16
億
79
∞
万
円
益
金
か
ら
支
払
わ
れ
.
約
8割
を
各
:
 
摘
求
.
油
回
収
船
の
日
万
円
を
国
際
油
濁
繍
償
基
金
に
:
 
美
浜
町
1l
車 9
7∞
万
円
損
箇
に
分
配
』
と
県
漁
連
総
会
で
報
:
 
本
海
側
へ
の
配
備
検
討
締求
..
I
 
:
 
福
井
市
1l
!8
1 
00
万
円
告.
:
 
:
 
~
.
院
運
織
委
員
会
)
.
:
 
・
福
井
県
商
工
会
連
合
会
が
;
 
三
国
町
1l!
57
∞
万
円
~
U
 
:
 
:
 
:
 
国
際
j白
濁
補
償
基
金
に
筒
・
敏
賀
市
1億
43
∞
万
円
・ 1
-3
月
の
人
件
費
，
3月
分
の
回
収
費
な
ど
第
一
:
 
求
し
た
績
は
約
14
億
10
∞
:
 
三
方
町
71
00
万
円
次
繍
家
の
追
加
分
Iま
，
緬
弁
県
が
8t
!4
4∞
万
1
 
1
 
万円
.
,
 
大
飯
町
62
∞
万
円
円
，
県
内
市
町
村
が
7億
17
∞
万
円
.
23
日
に
・
,
 
,
 
小
浜
市
8は
ぬ
万
円
lま
か
国
際
i由
濁
繍
慣
益
金
に
締
求
.
'
 
・
1
 
合
針
27
t!
12
∞
万
円
:
 6
.6
 
水
産
庁
が
水
産
資
源
へ
の
彫
響
調
査
の
中
間
報
告
ま
と
め
る
.
r~
嘗
ほ
と
ん
ど
な
し
J
今
後
も
鋼
査
継
続
.
'
 
-
新
潟
ー
島
損
県
の
50
地
点
で
海
水
や
.
 
砂
の
汚
染
状
況
を
追
跡
関
査
(4
/2
5-
:
 
51
3).
か
な
り
回
復
.
'
 
6.
3 
:
 
・ 3在
郷
府
で
海
水
浴
場
の
海
水
分
析
.
北
陸
経
済
調
査
会
が
金
沢
・
福
井
県
，
京
郵
府
で
海
水
浴
場
に
油
付
着
で
日
本
海
の
環
療
保
全
シ
ン
注
意
の
宥
仮
置
置
，
洗
剤
の
配
備
な
ど
本
γ
ウ
ム
開
催
.
追
跡
鍋
査
検討
.
の
必
要
性
伝
え
.
'
 
・
石
川
県
で
38
ヶ
所
の
海
水
浴
自
5
喝
を
調
査
.
“
安
全
宣
言
"
.
6. 
12
 
-
大
阪
大
学
教
授
ら
が
事
故
・福
井
県
内
31
海
水
浴
場
の
水
質
原
因
を
独
自
に
飼
査
.
ロ
シ
7
調
査
(5
/2
7-
29
) 結
集
ま
と
め
る
.
4剛
の
衝
突
鋭
否
定
.
波
浪
油
d
なく
，
Iま
l王
「
適
J.
衝
撃
の
可
能
性
指
繍
.
美
浜
町
佐
図
海
水
浴
場
，
小
浜
6.
11
 
市
真
珠
浜
海
水
浴
場
で
海
開
き
館
前
松
島
水
族
館
の
疎
開
断念
.
イ
附
す
ベ
て
帰
郷
.
『 JT 決ヴ H 叩 』 hw
M
問蕗 由 同居 制 時 片明 附 川 昨 HU M P ∞
サ
迫
亙
3 叫四 時蝉
5.
22
 
・
緬
弁
，
石
川
県
内
海
水
浴
禍
で
.
砂
の
補
完
や
砂
を
縛
し
出
し
波
で
洗
浄
す
る
作
家
餓
<
.
-
筒
求
額
は
61
25
現
在
で
，
合
計
約
10
8億
円.
(
国
際
油
濁
補
償
益
金
現
地
繍
求
事
務
所
)
6.
20
 
・
重
油
災
害
f
ラン
ta
セン
ト
(
三
園
町
)
で
報
告
書
作
り
.
1
 観
光
支
援
の
イ
ピ
ン
ト
企
画
:
 な
ど
，
活
動
続
<
.
 
6.
14
 
・
水
上
ハ
'
付
金
日
本
選
手
権
三
回
大
会
開催
.
， _
油
付
策
の
ま
草
島
橋
の
塗
り
嘗
え
工
事
開
始
(
三
国町
).
5.
17
 
・
大
野
市
の
七
聞
朝
市
に
，
三
国
町
か
ら
海
産
物
出
店
.
